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事業推進体制 全体像

看護学科：学士課程教育実践、
リカレント/看護研究相談・支援の

実務、人事交流

補助金事業

事業推進委員会

看護実践研究センター

実施委員会：実務
運営委員会：内部質保証
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事業推進体制 協力病院等

山形県立保健医
療大学

最上町立最上
病院

小国町立病院

川西湖山病院

公立高畠病院

特別養護老人ホーム
はとみね荘

遊佐病院

町立真室川病院
尾花沢病院
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主な取り組み ①学士課程教育

学士課程教育イメージ
科目新設 地元論、相互理解連携論、ジェネラリズム看護論
既存科目再編
講義・演習で地元医療福祉の内容を強化する
領域実習のフィールドとして地元医療福祉機関を開拓する
総合看護学実習で地元医療福祉の内容を強化する

平成26年度 文部科学省届け出
平成27年度以降
新設科目を順次開講
再編した既存科目の教育開始

成

果

▶地元ナース養成の教育
内容・方法を開発

▶地元で就業する価値を
理解した学生の育成

本学は大学4年間で「看護師＋保健師」又は「看護師＋助産師」
のどちらかを選択するユニークなカリキュラムです。開学以来、
チーム医療教育の実績も積んで来ました。これらを十分に生かし
新しい発想で地元ナース養成の教育開発に取り組みます。
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事業推進体制 事業推進委員会・外部評価委員会

事業推進委員会
平成26年度は補助金事業としての委員会だったが、平
成27年度から大学の委員会にした。毎月1回定例開催。

委員；学長、看護学科教員13名、大学事務局3名、看護
実践研究センター専任教職員3名。

 「学士課程教育」「リカレント教育」「看護研究相談・支
援」「ICT活用」「人事交流」の各チームがある。

外部評価委員会
年1回、外部評価を実施。
委員長は山形県地域医療対策課長、委員は4名（山形
県看護協会常任理事、大蔵村立診療所長、小国町児童
民生委員、本学卒業の小規模病院等勤務看護師）
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事業推進体制 協力病院等

協力病院等 以外

リカレント教育ニーズ調査対象 ○ ○

リカレント教育 企画参画 ○ －

リカレント教育 受講 ○ ○

看護研究相談・支援の利用 ○ ○

ICT活用の試行、アクセス環境
の確認

○ －

ICT利用 ○ ○

大学との人事交流 ○ －
10

主な取り組み ①学士課程教育 「地元論」

地元論 1年通年・選択 15時間 看護学科
教授 後藤順子

一般目標
「地元」の用語の解説と概要・構成要因、注
目される背景が理解できる。

自分の「地元」に関心を持ち、概観すること
ができる。

「地元」で働き、「地元」を創造していく重要性
が理解できる。

選択者数 目標数 1年次定員63名の約2/3
実際の選択者数 平成27年度61名（定員の96.8%）

平成28年度40名（定員の63.5%）

卒業生による「だから私は「地元」で働く」の講義

12
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主な取り組み①学士課程教育「ジェネラリズム看護論」

ジェネラリズ
ム看護論

2年通年・選択 15時間 看護学科
教授 遠藤和子

一般目標
 「ジェネラリズム」とはどのようなことか理解できる。
地方に暮らす人々の健康問題の多様性・個別性・
複雑性について理解できる。

ジェネラリストとしての看護が期待される場とニー
ズについて理解できる。

外来や地方の小規模病院・診療所で求められる
ジェネラリストとしての看護活動の実際について知
る。

地元住民が頼りにする看護師像について探究する
ことができる。

選択者数 目標数 2年次定員63名の約2/3
実際の選択者数 平成28年度42名（定員の64.6%）
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主な取り組み ①学士課程教育 検討課題

新設科目の内容検討と科目選択者数の維持
「地元論」「ジェネラリズム看護論」「相互理解連携論」
➔各科目の検討、3科目相互の関係性の検討

既存科目再編の内容検討
地元医療福祉の内容を強化した総合看護学実習Ⅰ
と基礎看護学実習Ⅰの一部
➔平成27年度実施の試行実施分の評価
領域実習や講義・演習科目での地元医療福祉の内
容強化の具体について検討

カリキュラム全体の検討
新設科目と既存科目との整合性の検討
本事業による効果測定のための評価指標の開発
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主な取り組み ②リカレント教育 検討課題

ブラッシュアッププログラムの内容検討・評価
平成28年度は平成27年度と同様の内容で実施
➔2年間の実践により、プログラム内容の妥当性が担
保されてきた。今後、受講生や協力病院の意見を
さらに反映させるとともに、他大学へ発信していく。

双方向性のICT活用の本格化
▶ブラッシュアッププログラムでは、遠隔地にいても双方向で大
学の授業に参加できるICTを活用している。

▶平成26年度は、概ね活用できていたが、ときに音声が断絶す
ることがあった。平成27年度は、大学のネットワーク担当委員
会の協力を得て回線使用を工夫し、改善がみられている。

▶今後、双方向性を生かした授業展開について、更に工夫を重
ねていく。
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主な取り組み ①学士課程教育 「相互理解連携論」

相互理解
連携論

2年後期・選択 15時間 学長 前田邦彦
看護学科
准教授 井上京子

一般目標
相互理解とは何かを理解する。
保健医療福祉以外も含め、互いに理解しあい円滑
に結び合うことの重要性を理解する。

相互理解を深め連携するために何が必要か考察で
きる。

選択者数 目標数 2年次定員63名の約2/3
実際の選択者数 平成28年度36名（定員の57.1%）

コーチングやファシリテーションなど、連携をすすめる
スキルについても学ぶ
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主な取り組み ②リカレント教育

リカレント教育：社会に出てからも学校または教育・訓練機関に回帰
する（戻ってくる）ことが可能な教育システムのこと
平成26年11月・12月；リカレント教育ニーズ調査
平成27年1月～3月；内容検討のための試行教育実施（無料）
（ex   今日のフィジカルアセスメント教育、看護技術教育）

平成27年度以降
 学校教育法第105条に対
応した120時間の体系的
教育（小規模病院等看護
ブラッシュアッププログラ
ム：履修証明書発行）

 フォローアップ研修
 Jナースカフェ

成

果

▶小規模病院等看護職の
発展的な看護実践能力
の向上を図るリカレント教
育内容・方法を開発

▶リカレント教育修了者が
地元ナースのロールモデ
ルとしての役割を担い実
習を展開する基盤を形成
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主な取り組み ②リカレント教育 検討課題

平成28年度からフォローアップ研修（8日間）を開始した。
▶フォローアップ研修は、平成27年度小規模病院等看護ブラッシュ
アッププログラムの履修証明プログラム修了者（120時間教育修
了）が対象の「アドバンス」な研修。

▶研修プログラムは、リカレント教育チームが受講生のニーズを検
討し立案した。平成28年度は、①学部の授業に参加し学生の学
びを知る（看護過程、感染予防、体位・体位変換、ジェネラリズム
看護論、相互理解連携論）、②ブラッシュアッププログラムで立案
した看護研究を深める、の2つの柱で展開している。

Jナースカフェ
山形県内の小規模病院等の看護職の交流の場。平成28年12月19
日に第1回を開催予定。ブラッシュアッププログラムやフォローアップ
研修の参加者はもちろん、地元医療福祉に関心を持つ人々がオー
プンに語り合える場を目指している。

18



－ 47 －

主な取り組み ③ＩＣＴ活用

Information and Communication Technology
ICTにより情報共有を行い遠隔地での指導を効果的に行う。
平成26年度は、双方向性のICT活用のため
の大学内の基盤整備を実施。
また、小規模病院等のICT環境を確認。

平成27年度以降
双方向性のICTを活用した学士課
程教育/リカレント教育/看護研究
相談・支援を実施。

検討事項
① ICT環境に応じたシステム構築
②「大人世代」の情報リテラシー（情報活用能力）の向上

成

果

▶ICT活用により、体系的
な地元ナース養成プログ
ラムを効率的に実施

19

平成27年4月以降の相談 急増
年度当初目標件数 15件/年間
平成28年11月30日現在
看護研究相談 14施設から26件の相談
看護研究講義 1施設から4件の希望

主な取り組み ④看護研究相談・支援 実際

 原則として200床未満の病院・診療所、高齢者・障がい
者施設等の看護職の看護研究が対象

 補助金期間中の相談・支援の料金は無料

 研究計画へのアドバイ
スがほしい

 発表の仕方、資料の整
え方を知りたい

研究テーマの絞り方
研究計画・実施
分析手法について
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主な取り組み ⑤人事交流

「相互理解」と「教育力向上」のため大学教員と小規模病院等看護
職の人事交流を実施
平成26年11月～12月；人事交流のニーズ調査
平成27年1月～3月；人事交流に関する検討事項の整理

平成27年度以降
・人事交流のシステム構築/規程
等整備
・人事交流実施

平成27年度は試行として「小国町立病院と大学」、「川西湖山病院
と大学」の間で教員と小規模病院等看護職の短期間の人事交流
を実施した。平成28年度は、「公立高畠病院と大学は双方向」で、
「尾花沢病院へは大学教員が」、「小国町立病院/川西湖山病院/
最上町立最上病院は看護職が大学へ」行った。今後は、交流の期
間について検討していく。

成

果

▶地元ナース養成に関す
る大学教員の教育力向上

▶小規模病院等看護職の
大学教育に関する理解の
促進

23

平成27年度以降
山形県内の小規模病院等
の看護職のニーズに対応し
た看護研究相談・支援

主な取り組み ④看護研究相談・支援

小規模病院等を対象とした、看護研究相談・支援の実施
平成26年度中は、試行事業として実施
研究の進め方、分析の方法 等

成

果

▶小規模病院等看護
職の研究能力の向上

看護実践への波及
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主な取り組み ④看護研究相談・支援 検討課題

ニーズに応じた相談・支援方法の開発
臨床現場の業務の改善を中心とした相談が多く、研
究知識も不足している現状がある。相談者の思考に
応じた柔軟な相談・支援が必要であり、そのための
教員FDも重要。

個別相談と講義の有機的な連結
発表機会の提供
小規模病院等では院内発表にとどまることも多く、対
外的な学会発表へのハードルが高い。本事業のなか
で、学会とは違う次元で発表し合う場を作っていく。

担当する学科教員への配慮
当初の予想よりも小規模病院等の看護研究相談・支
援ニーズが高い。教員への配慮の検討を要する。 22

主な取り組み ⑥看護実践研究センター活動

山形県立保健医療大学看護実践研究センター
地元ナース養成プログラムのリカレント教育、看護研究相談・支援、
ICT活用、事業推進・広報を効果的に推進する拠点
平成26年12月1日オープン（大学3階の1室を専用に改装）

検討事項：リカレント教育によりセンターの周知が図られ
てきたが、今後さらに実績を積み上げる。補助金終了後
も大学の地域連携拠点となるように発展させていく。

看護実践研究センター
専任教員1名
専任事務職員2名

電話 023-686-6614
E-mail info@jimoto-nurse.jp

24
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主な取り組み ⑦住民参加型事業普及活動

① 地元ナースのロゴマークの募集
② ホームページに「地元ナースとわたし」を掲載

地元医療福祉機関の看護職に期待すること
地元医療福祉機関の看護への要望
地元医療福祉機関の看護職として

平成27年度以降
ホームページ更新
ホームページ以外の媒体
平成28年10月から「Jナース
通信」を発行

検討事項 世代の特徴に合わせた事業普及

成

果

▶地元に根ざした事業
の展開

▶住民の地元ナースへ
の理解を深める

25

主な取り組み ⑧広報・成果公表

日本政策投資銀行の季刊誌 DBJ で 「山形発・地元
ナース養成プログラム」が取り上げられた。

本格化する地域創生への

処方箋をテーマとする特集

のなかで、地域創生の流れを

先取りする全国各地の

産官学の取組みの１つと

して紹介された。

季刊 DBJ  No.27

27

主な取り組み ⑧広報・成果公表

①広報活動：専用ホームページの開設、事業報告書・サマリーリー
フレットの発行、キックオフシンポジウム等の開催

▶山形発・地元ナース養成プログラム専用ホームページ

http://jimoto-nurse.jp/
②成果公表：本事業の成果に関する研究の学会発表、論文等

平成27年度以降
・ホームページ更新
・事業報告書等の発行
・シンポジウムの開催
・学会発表、論文等
日本看護科学学会では平成
27年度に4題発表。平成28年
度は交流集会及び4題発表。

検討事項
②研究として取り組む体制強化と研究活動の推進 ③国際的発信

成

果

▶本事業が全国的に周知
される
▶成果の公表により、本事
業への関心が高まり、
深化する

26

山形発・地元ナース養成プログラム
－地元医療福祉の担い手・住民の砦－

期待される効果

医療資源の少ない地域の小規模病院等の看護実践に関
する看護学教育の標準化
▶同様の地域性の大学への波及効果

大卒看護職が地元医療福祉の担い手となる
▶地元医療福祉の看護実践の質の向上
▶住民の健康とQOLへの寄与

職業選択の自由は憲法で保障された基本的人権。大学として学生
の自由な意思を尊重したキャリア支援が重要。一方、本事業により、
地元就業の価値を理解した学生を育成し、学生・卒業生が地元ナー
スとして活躍できる基盤形成を目指す。

28
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リカレント教育

地元医療福祉の担い手・住民の砦

「山形発・地元ナース養成プログラム」リカレント教育

－小規模病院等看護ブラッシュアッププログラム

の概要と成果－

山形県立保健医療大学
○佐藤志保 井上京子 高橋直美
今野浩之（リカレント教育担当）

ニーズ調査を実施

小規模病院等における看護職の管理者が、リカレント教育に

関してどのようなニーズをもっているのかを明らかにする

「山形発・地元ナース養成プログラム」事業の一環である

リカレント教育におけるブラッシュアッププログラムの内

容を具体的に検討するための基礎的資料とする

ブラッシュアッププログラムにおける科目設定の経緯

知識力

根拠に基づい
た知識を活用
できる能力

新しい知識を
吸収する能力

高齢者の身体
的変化に適応
できる能力

観察力

地域に密着し
た対象者の背
景を見極める

能力

技術力

医療依存度の
高い高齢者に
対するケアを提
供できる能力

在宅復帰を考
慮したリハビリ
テーションや退
院指導ができ
る能力

判断力

総合的に判断
できる能力

即決して対応
できる能力

①小規模病院等の看護師に求められる能力

4ニーズ調査：結果

大学 看護実践研究センター 小規模病院等関係機関

地元ナース

協調性 変革力

地元住民の多様な
健康問題に幅広く
対応できる看護職

リカレント教育
ブラッシュアッププログラム
フォローアッププログラム

地元の
小規模病院等

＜地元の強み・弱みの包括的把握＞ ＜多職種連携＞
→「住民力を生かした看護実践」 「全国的・国際的発信」

学士課程教育

人事交流

地元医療福祉の担い手・住民の砦

ブラッシュアッププログラムの位置づけ

調査対象 ①小規模病院・診療所の看護部長またはその
職務を担っている者

②高齢者施設における看護職で管理者としての
役割を担っている者 計 名

調査方法 面接調査

調査期間 平成 年 月～ 月

調査場所 対象者が希望するプライバシーが守られる場所
調査内容 ①小規模病院等で働く看護師にどのような能力

が必要だと思うか
②リカレント教育に望むことは何か

倫理的配慮 研究者所属施設倫理審査委員会承認

ニーズ調査：方法

コミュニ

ケーション力

援助的人間関係を
形成できる能力

家族に説明責任を
果たせる能力

多職種間との協力
関係を築ける能力

マネジメント力

チーム体制を理解し
活用できる能力

文書を作成する能力

指導力

柔軟に対応できる能力

スタッフ・同僚に知識を
伝達する能力

精神力
根気･向上心

学習意欲を継続できる
能力

自己研鑽できる能力

内省力

リフレクションできる
能力

5ニーズ調査：結果
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小規模病院等の看護師に
求められる能力

＜リカレント教育に望むこと＞

○ 根拠に基づいた知識を振り返る機会になる

○ 新しい知見を得る機会になる

②大学で実施するリカレント教育に望むこと

地元住民と密着した関係
性を構築する必要性

能力を維持向上させる
必要性

日々実践している看護に
自信をもつ必要性

9
ニーズ調査：結果

＊基礎から学習

希望する研修内容等

・フィジカル
アセスメント

・看護過程
・認知症
・摂食、嚥下
・終末期看護
・褥瘡
・老人看護
・糖尿病

・コミュニケーション
・チームワーク
・職員の

メンタルヘルス
・接遇
・在宅支援

・看護研究

・看護概論
（看護の動向）
・看護制度

）リカレント教育の受講方法
・ 活用（要望が多いが、難しさもある）

・施設で開催する講義、演習

・週に ～ 日間ならば何とか受講可能

＊集中的な日程は難しい

）ブラッシュアッププログラムの開講時期
・平成 年７月 日（水）～平成 年 月 日（水）

・平成 年 月 日（火）～平成 年 月 日（木）

・開講日数： 日（週２回～３回，火・水・木開講）

）科目紹介：学習目標、内容、講師等
・平成 年度履修証明プログラム

小規模病院等看護ブラッシュアッププログラム受講生募集要項

受講方法・開講時期・科目紹介

 小規模病院等の看護師は、利用者である医療依存度の高い

高齢者の特徴を踏まえ、根拠に裏づけされた知識や技術を

基に看護を展開しなければならない。

 住民に密着した関係性のなかで看護が展開され、限られた

人数の中で看護師は事態を把握し即決する必要がある。

 学習意欲を持ち継続する力が求められる。

リカレント教育は、小規模病院等の看護師自身が自分の

能力に自信を持つための教育内容を構築する必要がある

10
ニーズ調査：考察

ニーズ調査の結果を踏まえ、 時間のリカレント教育プ
ログラムとして「小規模病院等看護ブラッシュアッププロ
グラム」を作成

開講目的：小規模病院等の看護職が、地元医療福祉の担い
手としてその役割を再認識し、発展的な看護を実践する能
力の向上をはかることを目的とする。

開講科目：下記の４科目を設定

看護の動向と課題
根拠に基づく看護
地域密着連携
看護研究の基礎

リカレント教育プログラムの開発

受講状況

）平成 年度
名 科目履修生： 名

単元履修生： 名
）平成 年度

名 科目履修生： 名
単元履修生： 名
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リカレント教育におけるICTの使用について

ICT担当：槌谷由美子 佐藤志保

今野浩之 樋口礼子

リカレント教育におけるＩＣＴ使用割合

平成27年度
21単元中、15単元でＩＣＴ使用可能（全体の71.4%）
実際に、15単元でＩＣＴ使用（使用率100％）

平成28年度
21単元中、14単元でＩＣＴ使用可能（全体の66.7%）
実際に、14単元でＩＣＴ使用（使用率100％）

ニーズの高さがうかがえる

リカレント教育におけるＩＣＴ使用の実際（２）

ＣＴの使用について

講義

グループ
ワーク

双方向の
やり取りが可能

遠隔地 大 学

リカレント教育におけるＩＣＴ使用の実際（１）

ＩＣＴ使用のメリット・デメリット

通学する時間の短縮

交通費の削減

ＩＣＴ使用のメリット

遠隔地から受講が可能

ＩＣＴ使用のデメリット

臨場感がない

通信状況により音声の途切れ等のトラブルの発生

モニターを通してみるパワーポイントの見ずらさ

通信環境の改善・資料配布・事前の操作説明
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看護研究相談・支援

看護研究相談・支援 概要と成果

○後藤順子 安保寛明 佐藤志保
（看護研究相談・支援担当）

看護研究相談・支援

２．担当しての工夫

１）看護研究の経験が少ない

⇔看護研究の研修会の実施：施設の希望に応じて
ていねいな研究指導を重ねる：デスカッションを重視

２）テーマの絞込みができない（業務改善が主となる）
量的研究をするには、対象が少ない
質的研究をするには、技術力不足

⇔研究計画書作成の段階から、かかわる
指導は押し付けにならないようにする
研究の進行に応じて、助言していく

３）無料での実施

看護研究相談・支援

４．それでも、あと2年間でやりたいこと
１）3年間の地元ナースの事業の中で多く出てきた共通の
課題に取り組む･･･小規模病院で地元に根ざした役割から

＊事業参加者とともに共同研究を展開予定

２）時間がかかるがていねいな指導の実施と展開

＊「研究は大変だ」から、「研究してよかった」という人を増
やし、看護研究の基盤つくりをする

３）訪問看護ステーションや介護保険施設の研究へと拡大

地域医療構想や地域包括ケアシステムでは、地域（住んでいる
「地元」で支えること）が重要視されます。地域住民の生活を支え、
生活の質向上に向けて、「看護研究」という手段を用いて、地元に

存在する多くの課題解決に向けて展開していきたい。

看護研究相談・支援

１．担当してみて感じる小規模病院の看護研究の現状

看護研究
ができない

研究経験者
が少ない

少人数で業
務多忙

経費の確保
が困難

勉強する機
会が少ない

義務で実施テーマが
わからな
い

指導を受け
られない

看護研究相談・支援

３．課題：看護研究の経験や理解度の差が大きい

１）最後まで研究を実施するためのモチベーションの確保

タイムリーな指導（助言や資料の提示など）

２）教育（研究）委員を育てる

日常的指導ができる体制の整備

↓･････一生懸命やればやるほど
＊かさむ教員の負担

通常業務以外の担当：専門分野以外の助言
理解力やモチベーションの問題
指導時間の確保

指導しても（教員）業績に結びつかない

学会員でないため、学会発表や投稿に結びつかない
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小規模病院等の立場からの強みの形成

公立高畠病院 看護師 石澤利子
平成27年度小規模病院等看護ブラッシュアッププログラム修了
平成28年度フォローアップ研修参加

社会の立場からの本事業への期待

山形県地域医療対策課 看護師確保対策主査 衣袋久士

まとめ・看護からの地方創生 見えてきたこと

山形発・地元ナース養成プログラム

●学生・教員

本事業による地元医療福祉へ
の関心の深化
●学生
地元ナース就業への基盤

●小規模病院等の看護職
・所属病院等の価値の再確認
・看護実践への自信の獲得
・人的ネットワークの構築
・大卒看護職のロールモデル
となる基盤

好循環

大学

小規模病院等

看護実践の質向上
看護職人材の確保
（採用・離職防止）

共
に
育
つ

地
元
医
療
福
祉
の
向
上

地
方
住
民
の
安
心
な
生
活
・
地
域
の
活
性
化

大学の立場からの強みの形成

山形県立保健医療大学看護学科長 遠藤恵子

学生にとって 小規模病院等の看護師から講義・演習・実習指導
⇒ 小規模病院等の存在を知る

生の声から、現状・特徴を理解

教員にとって 講師確保、実習施設や協力施設の開拓
⇒ 小規模病院等の存在を知る、卒業生との再会

小規模病院等の看護師との交流
⇒ 小規模病院等の現状・すぐれた活動・課題を知る

基礎教育（学部教育）の重要性と課題の認識
施設との共同研究
理論や概念の実践への適応を考える機会

小規模病院等と協働する関係

新しい関係、密な関係、継続した関係

意見交換メモ

まとめ・看護からの地方創生 山形発の意味

地元ナース養成プログラムは、医療資源と公共交通
機関が少ない地方で活躍できる、ジェネラリズムな専
門家である「地元ナース」の、養成プログラムの標準
化を図り、山形から「発」信するものです。

さらには、地元ナースとして、成果を国内外
に「発」信できる人材養成を目指しています。

事業全体を通して：新しい取組みを県内外
国内外に発信し、本事業の普及を目指す

創造
実践 評価

地方にある大学だからこそ
できる 「地方創生」
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７.看護実践研究センター 

１）看護実践研究センター運営関係 

（1）看護実践研究センター運営委員会を、下記の日程で開催した。 
 
○第 1 回看護実践研究センター運営会議 

  開催日時：平成 28 年 5 月 23 日（月）12：30～13：30 
  場  所：本学２階 202 会議室 
  出 席 者：菅原京子運営委員長、川崎正則運営委員、真壁寿運営委員、佐竹真次運営委員 

遠藤恵子運営委員、後藤順子看護研究相談・支援部会長、槌谷由美子 ICT 活用部会長 
看護実践研究センター佐藤志保特任講師、同富樫栄一事業推進主査、同設楽幸江企画主任 

  欠 席 者：井上京子リカレント教育部会長 
  議 事：看護実践研究センターに関する規程、平成 26 年度、平成 27 年度の活動結果及び決算、

平成 28 年度予算について、補助金終了後の看護実践研究センターの体制等について 
 
 ○第 2 回看護実践研究センター運営会議 

開催日時：平成 29 年度 2 月 28 日（火）15：00～16：00 
場  所：本学４階 405 会議室 
出 席 者：菅原京子運営委員長、川崎正則運営委員、真壁寿運営委員、佐竹真次運営委員 

遠藤恵子運営委員、後藤順子看護研究相談・支援部会長、井上京子リカレント教育部会長 
槌谷由美子 ICT 活用部会長 

        看護実践研究センター佐藤志保特任講師、同富樫栄一事業推進主査、同設楽幸江企画主任 
議 事：平成 29 年度の活動計画について、平成 29 年度予算について、看護学部（学科）を有する 

県立大学における「看護関係センター」の設置状況について  
 
 

２）リカレント教育関係 

（1）小規模病院等看護ブラッシュアッププログラム 
 ・平成 28 年度小規模病院等看護ブラッシュアッププログラムを 8 月 9 日（火）から 9 月 29 日（木） 

の間で 21 日間開催した。 
 ・規程に則り、小規模病院等看護ブラッシュアッププログラムの受講生を募集し、受講生名簿を作成し 

た。プログラム終了後、履修証明プログラム修了生に対し履修証明書を発行した。単元履修生には、 
履修結果を送付した。 

・履修者登録票、履修証明書、履修結果、成績の保管・管理を担当している。 
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開講式                    閉講式 

 
（2）フォローアップ研修 
  ・平成 28 年度フォローアップ研修を 6 月から 12 月の間で 8 日間開講した。 
  ・平成 27 年度小規模病院等看護ブラッシュアッププログラムの履修証明修了生に対し、フォローア

ップ研修の研修生を募集した。 

    
  看護研究指導の様子              今年度参加者 
 
（3）J ナースカフェ 
  ・J ナースカフェを 12 月 19 日（月）13：30～16：00 に、本学第 4 講義室において開催し、13 名が 

参加した。 
 ・ブラッシュアッププログラム受講生、人事交流実施者を対象に、小規模病院等の看護職の交流・情 

報交換の場として企画・開催した。 
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３）看護研究相談・支援関係 

 ・看護研究相談・支援の案内パンフレット（裏面はブラッシュアッププログラム）を作成し、県内の小 
規模病院、診療所、高齢者施設等、平成 27 年度小規模病院等看護ブラッシュアッププログラム受講 
生に送付した。（1100 ヶ所） 

 ・小規模病院等看護職より、看護研究相談や研究に関する研修会の支援の依頼があった際に、相談内容 
を聞き取りし、適任者への依頼・引継ぎ等を行った。今年度看護研究相談の依頼件数は 37 件、述べ 
相談回数は 94 件であった。看護研究支援の依頼件数は 3 件であった。（平成 29 年 1 月末現在） 

 ・看護実践研究センターにおいて、センターのパソコンを使用し、医中誌、メディカルオンライン、 
Cinii 等の文献検索エンジンを使用した文献検索の方法や、文献の整理の仕方について、看護研究の 
相談者に対し説明した。 

４）情報発信関係 

（1）小規模病院等看護ブラッシュアッププログラムでの活用 
 ・今年度の受講生で ICT 利用しての受講を希望した者に対し、オンラインや電話を使用して、ICT を 

利用できるようにパソコンの設定や、説明を行った。（個人の利用は 1 名、病院の利用は 3 か所であ 
った。） 

 ・ICT を利用する際の使用説明書を作成し、受講生に配布した。 
 ・ブラッシュアッププログラムの開催中に、各受講者と接続、画面の切り替え、音響・カメラワーク等 

を実施した。 
 ・ブラッシュアッププログラムの開催中に、ネットワークの接続トラブルや音声・画像の乱れ等のトラ 

ブルが発生した際随時対処した。 
（2）総合看護学実習での活用 
 ・総合看護学実習において、iPad を学生に貸与し、実習先病院にいる学生と大学にいる担当教員を繋 

ぎ、実習状況の確認を行った。 
 
                                         文責 事業推進責任者 菅原京子（看護学科教授） 
                        看護実践研究センター特任講師 佐藤志保 
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８.事業推進・評価 

１）協力施設の募集 

 本プログラムを展開していくためには、地域の小規模病院や高齢者施設等の協力が欠かせないことか 
ら、本学は小規模病院等と「連携に関する協定書」を締結し、本プログラムの各事業に協力して頂く「協 
力施設」を募集している。 
協力施設との連携事項は、以下のとおりである。 

① 協力施設との連携事項は、看護実践の向上に関すること 
② 教育及び研究に関すること 
③ 人材養成及び人事交流に関すること 
④ 「山形発・地元ナース養成プログラム」の広報に関すること 

 昨年度末までは、4 病院 1 高齢者者施設と協定を締結していたが、今年度は３つの小規模病院と「連携 
に関する協定」を締結した。この結果、協力施設は、７小規模病院と１高齢者施設の８施設となった。 
＜協力施設一覧＞ 

施 設 名 住   所 主な診療科 
小国町立病院 西置賜郡小国町あけぼの一丁目１ 内科、小児科、整形外科 
医療法人社団緑愛会川西湖山病院 東置賜郡川西町大字下奥田 3796－20 内科、整形外科 
公立高畠病院 東置賜郡高畠町大字高畠 386 内科、整形外科、産婦人科 
特別養護老人ホームはとみね荘 東置賜郡高畠町高畠 303  
最上町立最上病院 最上郡最上町向町 64－3 内科、内視鏡科、整形外科 
真室川町立真室川病院 最上郡真室川町大字新町 469－1 内科、整形外科、耳鼻咽喉科

特定医療法人敬愛会尾花沢病院 尾花沢市大字朧気 695－3 内科、心療内科 
医療法人順仁堂遊佐病院 飽海郡遊佐町遊佐字石田７ 内科、小児科、外科 

 
  

 

 

 

 

     【尾花沢病院】        【順仁堂遊佐病院】     【真室川町立真室川病院】 

 

２）中間報告会＆シンポジウムの概要 

  本年度は本プログラム実施後 3 年目の年度であることから、中間報告会＆シンポジウムを、平成 28
年 6 月 19 日（日）に開催した。開催テーマを「地元ナースを語ろう！～地元医療福祉を支える看護

職～」とし、午前に、本プログラムの事業報告（全体報告、各事業の報告）を、午後から「地域包括

ケアシステムにおける地元ナースの役割」と題し、シンポジウムを実施した。県内外から学生を合わ

せ 147 名の参加があった。 
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会場の様子                  ディスカッションの様子 
＜プログラム＞ 

10：00   開    会                                 
      学 長 挨 拶                                 
             山形県立保健医療大学 学長 前田邦彦（事業推進代表者） 
     来 賓 挨 拶                                 
       山形県健康福祉部地域医療対策課長 大山敏之 様 
     来 賓 挨 拶                                 
             山形県看護協会 会長 井上栄子 様 
10：20～ 事 業 報 告                                 
             山形県立保健医療大学 看護学科教授 菅原京子（事業推進責任者） 
10：50～ 各チームからの報告                             
       リカレント教育チーム： 小規模病院等看護ブラッシュアッププログラムについて 
       看護研究相談・支援チーム： 看護研究相談・支援の現状と課題 
13：00～ シンポジウム                                
         「地域包括ケアシステムにおける地元ナースの役割」 
       シンポジスト 

① 下左近寿美 氏（文部科学省高等教育局医学教育課大学病院支援室専門官）

② 堀田聰子 氏（国際医療福祉大学大学院 教授） 
③ 阿部吉弘 氏（小国町立病院 院長） 
④ 井上秀子 氏（小国町立病院 看護部長） 

14：50～ ディスカッション                              
        （座長）遠藤恵子（山形県立保健医療大学看護学科長） 
        ・ 上記シンポジスト 
        ・ 菅原京子（事業推進責任者） 
16：00  閉   会                                 

＜参加者からの本プログラムに対する主な意見・要望＞ （実施後のアンケートから） 
・ 都市部とは違う山形の課題が見えて、地元ナースを養成する事業を理解することができた。 
・ 小規模病院に不足している学びの場の提供は本当にありがたい。この機会を活用して雇用の確保に

繋げられればと思う。 
・ 養成プログラムを実際に小規模病院に根付かせるまでには大変だろうなと思った。 
・ 地元で看護する重要性を大いに理解することができた。 
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・ この活動を全国の看護教育機関に向け発表し、補助金終了後も何かしら継続して欲しい。 
 
３）第 2 回事業報告会 

 本事業の協力施設（7 病院 1 施設）を対象に、平成 28 年度に実施した事業について報告会を開催した。

協力施設からは、看護職の管理者、リカレント教育や人事交流事業等に携わった看護職の方々に参加して

いただき、今年度の事業報告および今後の事業展開について意見交換を行った。 
 開催日時：平成 28 年 12 月 14 日（水）13：30～15：00 
 場 所：本学 4 階 401 会議室 
 出 席 者：小国町立病院 3 名、最上町立最上病院 2 名、公立高畠病院 3 名、尾花沢病院 3 名、 
      遊佐病院 1 名、町立真室川病院 3 名、特別養護老人ホームはとみね荘 2 名、 
      本学教職員 9 名 
【主な意見】 
・どこの病院も人員不足という問題があると思います。他のスタッフにしわ寄せが出てしまったが、 
自分はとても良い学びとなった。今後も、より多くのスタッフに受講してもらいたいと強く思った。 

・大学で受講し、同じような規模で働いている方々と交流ができた。 
・これまで、日々業務をこなすだけの事もあったが、そういったところも気持ち的な面から随分変わ 
っていけるような気がした。 

 ・自分の病院は、地域包括があるので、病院の役割など、様々な役割を気づけてとてもいい学びがで 
きた。 

 ・施設にいると、最新の医療や看護に縁遠くなってしまう。ＩＣＴでの受講でしたが、最新の情報を 
学ぶことが出来てよかった。もっと若い人たちに受講して欲しいと思った。 

・同じ状況で働く看護師と深いところまで研修・交流が図れたという点。 
・看護協会での研修は、大規模病院の内容が多いため小中規模の看護師に対しては悩みや問題な 
どの違いがあったが、今回は、同じ状況での話ができ、学んだことを発信する力もついた。 

 
〇今後の要望 
・夕方からの時間帯であれば集団で受講できるのではないのかなと感じた。 
・病院内で ICT 受講するに際しては、日中は電波状況等で部屋の確保も困難な場合があるが、夕方か

らの開講だと部屋は取りやすくなる。そうすれば、ＩＣＴでの受講者が多くなると思う。 
  
 
 
 
 
 
 
 

 

  事業報告会の様子                事業報告会の様子 
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４）外部評価委員会 

  本事業に対する客観的な評価を頂き、改善点を次年度以降からの事業実施に反映させるため、外部評

価委員会を開催した。なお、本年度からより多くの方々から評価を頂くため、評価委員を 2 名増加す

ることとした。 
  開催日時 ： 平成 29 年 2 月 27 日（月）13：30 ～ 15：00 
  場  所 ： 本学 2 階 202 会議室 
  出 席 者 ： 外部評価委員 7 名（1 名代理出席）、本学教職員 10 名 
         ＜外部評価委員の内訳＞ 
          県看護担当課長、診療所所長、看護協会理事、児童・民生委員、小規模病院看護師、

保健師、町内会長 
  議  事 ： 個別プログラムの実施状況評価 
         実施目的の達成状況評価 
  評価結果 ： 別紙 9 のとおり 
 ＜主な意見＞ 
・ リカレント教育の評価において受講生の追跡調査を実施しているとのことであるが、施設側の意見

を聞くことも重要だと考える。そのような意見も聴くような追跡調査になっているか。（回答；施設側

の意見も聴くような調査となっている。） 
・ 遠隔地の施設の看護師からの意見でリカレント教育の開講時間を遅らせたと言うことだが、ＩＣＴ

での実施は重要だと思う。 
・ 小規模病院では看護研究を行う際の倫理審査が大変なので、それをやってもらえると良いと思う。 
・ 事業普及においては、紙ベースの「Ｊナース通信」は効果的だと感じた。 
・ 本事業の対象に診療所はなっているが、現実には診療所の看護師がなかなか参加できないので、診療

所の看護師が参加できる工夫をして欲しい。 
・ 本事業については、地域住民としては「安全・安心」と心強く思っている。小さな病院や診療所、高

齢者施設の看護師さんがもっと事業に参加できると良いと思う。 
・ ブラッシュアッププログラムの参加者が伸び悩みとのことであるが、病院や診療所の看護職に直接

働きかけすることも有効ではないかと思う。 
・ 総合実習の場を広げて小規模病院等で実施することは、学生の就職先が拡がる効果もあり、又、卒業

生のＵターン、Ｉターンに繋がるきっかけにもなると思う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  外部評価委員会の様子            外部評価委員会の様子              
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「
山
形
発
・
地
元
ナ
ー
ス
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
事
業
評
価
表
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
（
別
紙

9）
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

（
Ｓ
：
計
画
を
上
回
っ
て
実
施
し
て
い
る
 
Ａ
：
計
画
を
十
分
に
実
施
し
て
い
る
 
 
Ｂ
：
計
画
を
十
分
に
は
実
施
し
て
い
な
い
 
 
Ｃ
：
計
画
を
実
施
し
て
い
な
い
）

 
【
学
士
課
程
教
育
】

 計
 
 
画

 
実
施
状
況

 
成
果
と
今
後
の
課
題

 
評
価

 
自
己

 
外
部

 
 ○

 
4
月

 
2
年

次
新
設

科
目

の
「
相

互
理

解

連
携

論
」

及
び

「
ジ
ェ

ネ
ラ

リ
ズ
ム

看
護

論
」

開
講
 

 
 

＊
教
育
効
果
を
高
め
る
た
め
「
ジ
ェ
ネ
ラ
リ

ズ
ム
看
護
論
」

は
開
講
時
期
を
後
期
か
ら
通
年

に
変
更
し
て
開

講
。
最
前
線
で
活
躍
す
る
地
元

ナ
ー
ス
の
講
義

と
併
せ
て
就
職
の
提
供
も
含
め

る
。

 
                 

 ○
 
本
事
業
に
よ
り
開
講
し
た

3科
目
は
い
ず
れ
も
選
択
科
目

で
あ
る
の
で
、
年
度
当
初
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
科
目
の
目
的
や

意
義
に
つ
い
て
全
学
生
に
案
内
し
募
集
を
募
っ
た
。

28
年
度

の
履
修
登
録
状
況
は
、「

地
元
論
」

39
人
、「

ジ
ェ
ネ
ラ
リ

ズ

ム
看
護
論
」

36
人
、「

相
互
理
解
連
携
論
」

40
人
で
あ
っ
た

。

 
 
「
地
元
論
」
は
、
地
元
に
対
す
る
理
解
と
愛
着
を
深
め

、

地
元

を
創

造
す

る
重

要
性

を
認

識
す

る
こ

と
を

目
標

と
し

た
。

2
年
目
と
な
る
今
年
度
は
、
昨
年
度
の
実
施
状
況
を

踏

ま
え
、
地
元
で
働
く
こ
と
、
地
元
を
創
造
す
る
こ
と
に
つ
い

て
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
な
内
容
に
改
変
し
た
。

同
じ

看
護

職
で

も
場

所
や

仕
事

内
容

が
異

な
る

ス
ポ

ッ
ト

講
師

か
ら

の
講

義
の

他
、
「

自
分

に
と

っ
て

地
元

に
生

き
る

と
は
」
に
つ
い
て
学
生
間
で
討
議
し
た
。

 
 
 
今
年
度
か
ら
開
講
し
た
「
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ズ
ム
看
護
論
」
は

地
方

に
暮

ら
す

人
々

の
健

康
問

題
の

多
様

性
と

個
別

性
を

理
解
し
、
そ
れ
ら
に
対
応
で
き
る
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
の
看
護

活
動
を
理
解
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
た
。
前
期
は

、
地
域

包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
つ
い
て
、
後
期
は
、
看
護
に
期

待
さ
れ
て
い
る
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
に
焦
点
を
当
て
、
地
方
の

小
規

模
病

院
で

活
躍

し
て

い
る

認
定

看
護

師
や

看
護

管
理

者
を

ス
ポ

ッ
ト

講
師

に
よ

る
パ

ネ
ル

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

の
他
、
地
方
に
暮
ら
す
人
々
の
多
様
な
健
康
問
題
か
ら
く
る

ニ
ー
ズ
と
看
護
の
役
割
を
意
見
交
換
し
た
。

 
 
 
同
じ
く
今
年
度
か
ら
開
講
し
た
「
相
互
理
解
連
携
論
」
は
、

集
団
や
地
域
に
お
け
る
連
携
を
進
め
る
上
で
、
お
互
い
を
理

【
新
設
科

目
の

開
講
】

 
成

果
；

3
科
目

い
ず
れ

も
、

授
業
終

了
後

の
ミ
ニ

ッ
ツ
ペ
ー

パ
ー

や
レ
ポ

ー
ト

で
、
授

業
の

目

標
の
達
成

度
を

評
価
し

た
。「

地
元
論

」
で

は
、
学
生

の
就

職
先
の

イ
メ

ー
ジ
が

、
当

初

は
大
規
模

病
院

や
都
市

部
の

病
院
で

あ
っ

た

が
、
授
業

終
了

時
に
は

多
様

な
働
き

方
や

多

様
な
生
き

方
へ

と
広
が

っ
て

い
た

。「
ジ
ェ

ネ

ラ
リ
ズ
ム

看
護

論
」
で

は
、

そ
の
人

が
住

む

地
で
、
そ

の
人

ら
し
く

生
き

る
こ
と

を
支

え

る
看
護
を

考
え

る
機
会

と
な

り
、
地

域
住

民

の
健
康
と

生
活

を
支
え

る
看

護
に
つ

い
て

確

認
で
き
た

。 「
相
互
理
解
連
携
論
」
で
は
、
相
手

を
理
解
す
る
た
め
に
自
分
の
特
徴
を
理
解
す
る

こ
と
の
必
要
性
や
、
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
プ
ロ

グ
ラ
ム
修
了
生
の
姿
を
モ
デ
ル
と
し
て
、
看
護

師
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り
方
を
学
ん

で
い
た
。

 
 課

題
；
①

各
学

年
の

6
割
程

度
の
履

修
学

生
数

に
と
ど
ま

っ
て

い
る
。

 
②

3
科

目
の
学

生
の
評

価
を

ふ
ま
え

、
よ

り
効
果

的
な
教
育

を
目

指
す

 
課

題
へ
の

取
組

方
針
；
①
年

度
当
初

の
ガ

イ
ダ
ン

ス
で
は
、
今
年

度
の
学

生
の

反
応
を

含
め

、
各

科
目

の
意

義
や

目
的

が
イ

メ
ー

ジ
し

や
す

い

Ａ
 

Ａ
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○
 
6
月

 
27

年
度
リ

カ
レ

ン
ト
教

育
修

了
生

の
小

規
模

病
院

等
で
の

総
合

実
習
開

始
。

修

了
生

が
い

な
い

小
規
模

病
院

等
も
地

元
医

療

福
祉

を
強

化
し

た
実
習

実
施
 

 
 
＊
実

習
施

設
の
開

拓
、

文
科
省

に
新

規
実

習
施

設
の

届
け

出
。
遠

隔
地

の
実
習

施
設

と
の

打
ち

合
わ

せ
・
実

習
時
に

IC
T
を
活

用
。

 
                 

解
す
る
た
め
の
ス
キ
ル
を
習
得
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
た

 
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
の
演
習
を
中
心
に
行
っ
た
。
演
習
の

一
部
に
、
本
事
業
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
修
了

生
と
、
大
学
見
学
に
来
校
し
て
い
た
高
校
生
も
演
習
に
参
加

し
、
他
者
の
理
解
や
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
経
験
し
た
。

 ○
 

27
年
度
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
（
看
護
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
プ

ロ
グ
ラ
ム
）
修
了
生
が
勤
務
し
て
い
る
川
西
湖
山
病
院
に
お

い
て
、
実
習
を
開
始
し
た
。

 
「
総
合
看
護
実
習
Ⅰ
」
成
人
看
護
学
慢
性
期
領
域
で
は
、

新
規
実
習
施
設
の
川
西
湖
山
病
院
の
他
、
リ
カ
レ
ン
ト
教
育

修
了

生
は

い
な

い
が

小
規

模
病

院
等

で
あ

り
医

療
保

健
福

祉
の
各
職
種
が
連
携
し
て
い
る
矢
吹
病
院
お
よ
び
、
公
立
置

賜
総

合
病

院
の

サ
テ

ラ
イ

ト
病

院
で

あ
る

南
陽

病
院

と
長

井
病
院
で

6
人
ず
つ
の
学
生
が
実
習
を
行
っ
た
。

 
「
総
合
看
護
実
習
Ⅰ
」
在
宅
看
護
学
領
域
で
は
、
リ
カ
レ

ン
ト

教
育

修
了

生
は

い
な

い
が

在
宅

医
療

や
福

祉
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

し
な

が
ら

在
宅

緩
和

ケ
ア

へ
の

移
行

に
力

を
入

れ
て

い
る

小
規

模
病

院
で

あ
る

河
北

病
院

緩
和

ケ
ア

病
棟

を
新
規
に
実
習
施
設
と
し

2
人
が
実
習
し
た
。
ま
た
、
医
療

保
健
福
祉
の
各
職
種
が
連
携
し
予
防
・
治
療
・
在
宅
支
援

が

一
貫

し
て

行
わ

れ
て

い
る

本
間

病
院

で
は

1
人

が
実

習
し

た
。
本
間
病
院
は
本
学
か
ら
２
時
間
以
上
か
か
か
る
距
離

に

あ
る
た
め
、
実
家
か
ら
通
え
る
学
生
を
配
置
し
、
実
習
指
導

に
IC

T
を
使
用
し
た
。

 
 
 
リ
カ
レ
ン
ト
修
了
生
の
い
る
小
国
町
立
病
院
に
、

29
年
度

の
総
合
看
護
学
実
習
Ⅰ
・
成
人
慢
性
期
領
域
の
新
規
実
習
施

設
と
し
て
依
頼
し
た
。

 
   

 

内
容
の
案

内
と

す
る
。

 
②

28
年
度
の
学

生
の
評

価
を

ふ
ま
え

、
平

成
29

年
度
の
科

目
の

シ
ラ
バ

ス
に

反
映
さ

せ
る

。
 

   【
小
規
模

病
院

等
で
の

総
合

実
習
】

 
成

果
；

 川
西
湖
山
病
院
で
は
、
新
規
の
実
習
施
設
で

あ
っ
た
が
、
本
学
の
実
習
到
達
目
標
や
学
生
の
レ

デ
ィ

ネ
ス

を
十

分
理

解
し

指
導

し
て

い
た

だ
い

た
。
学
生
は
地
域
に
お
け
る
医
療
連
携
に
つ
い
て

体
験
し
、
状
況
に
あ
わ
せ
医
療
体
制
を
再
構
築
す

る
こ
と
を
学
ん
だ
。

 
河

北
病

院
緩

和
病

棟
で

の
実

習
は

新
規

で
あ

っ
た
が
、
実
習
目
標
に
対
す
る
指
導
者
の
理
解
が

あ
り
、
学
生
は
医
療
と
在
宅
と
の
連
携
、
そ
の
地

域
の

社
会

資
源

を
活

用
し

な
が

ら
在

宅
緩

和
ケ

ア
を
支
え
る
看
護
の
役
割
を
学
ん
だ
。

 
 
 
本
間
病
院
で
の
実
習
指
導
で
は
、

IC
T
を
用
い

て
学
生
と
実
習
内
容
の
調
整
、
記
録
の
確
認
、
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

の
視

点
等

の
指

導
を

行
い

、
IC

T
を
活
用
で
き
る
こ
と
を
確
認
で
き
た
。

 
課
題
；

4
施
設
に
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
修
了
生
が
い
る

が
、
今
年
度
実
習
で
き
た
の
は

1
施
設
の
み
で
あ

っ
た
。

 
課
題
へ
の
取
組
方
針
；
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
修
了
生
の

小
規
模
病
院
へ
の
実
習
依
頼
を
行
う
に
あ
た
り
、

小
規
模
病
院
の
場
合
、
実
習
受
け
入
れ
人
数
が
１

～
２
人
で
大
学
か
ら
遠
く
、
公
共
交
通
機
関
の
便

が
悪
い
施
設
が
殆
ど
の
た
め
、
当
病
院
に
通
学
で

き
る
学
生
に
限
ら
れ
る
の
で
、
実
習
施
設
へ
の
通

学
を
配
慮
し
た
学
生
の
配
置
を
行
う
。
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 ○

 
1
0
月

 
2
9
年

度
以

降
の

既
存

科
目

に
お

い
て

、
地

元
医

療
福
祉

の
内

容
を
強

化
で

き
な

い
か

検
討

。
 

              ○
 
1
0
月

 
3
0
年

度
以

降
の

実
習

計
画

を
策

定
し

、
実

習
施

設
に
実

習
依

頼
 

            

○
 
本
事
業
に
よ
り
新
規
に
開
講
し
た

3
科
目
が
終
了
し
た
時

点
で
、

29
年
度
以
降
の
既
存
科
目
に
お
い
て
、
地
元
医
療
福

祉
の
内
容
を
強
化
で
き
な
い
か
検
討
し
た
。
ま
た

、
本
事

業

に
よ
る
学
士
課
程
教
育
の
到
達
目
標
の
検
討
を
行
っ
た
。
さ

ら
に
、
到
達
目
標
に
あ
わ
せ
、

3
科
目
の
内
容
の
確
認
に
つ

い
て
検
討
し
た
。

 
           ○
 

30
年
度
の
総
合
看
護
学
実
習
Ⅰ
の
実
習
内
容
の
検
討
を

 
開
始
し
た
。
リ
カ
レ
ン
ト
修
了
生
の
施
設
の
実
習
施
設
拡
大

を
検
討
し
た
。

 
 

【
既
存
科

目
で

の
地
元

医
療

福
祉
の

内
容

強
化
】

成
果
；
多
く
の

既
存
科

目
に

地
元
医

療
福

祉
や
連

携
に
関
す

る
内

容
は
含

ま
れ

て
い
る

。
ま

た
、

各
科
目
に

お
い

て
、
地
域
包

括
ケ
ア

等
の

社
会

情
勢
の
動

き
に

併
せ

、
地
元

医
療
福

祉
の

連
携

に
関
す
る

内
容

は
強
化

さ
れ

て
い
る

。
 

新
規
に
開

講
し

た
3
科
目
が

終
了
し

た
時

点

で
、
本
事
業
に
よ
る
学
士
課
程
教
育
の
到
達
目
標

の
検

討
を

行
っ

た
。
本

事
業

の
成

果
を

明
確

に

す
る
た
め

に
、
新
規

の
3
科

目
と
総

合
看

護
学

実
習

で
小

規
模

病
院

で
の

実
習

を
経

験
し

た
学

生
の

到
達

度
の

成
果

を
明

ら
か

に
す

る
こ

と
が

必
要
で
あ

る
こ

と
を
確

認
し

た
。

 
課

題
；
到
達
目

標
を
検

討
し

た
が
、
具
体

的
な
評

価
項
目
は

明
確

化
さ
れ

て
い

な
い
。

 
課

題
へ
の

取
組

方
針
；

評
価

項
目
を

検
討

す
る
。

 【
30

年
度
以
降
の
実
習
計
画
策
定
】

 
成
果
；

30
年
度
の
総
合
看
護
学
実
習
Ⅰ
で
は
、
新
設

の
3科

目
を
ふ
ま
え
た
内
容
の
実
習
を
行
う
必
要

が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
現
在
、
試
行
と
し
て

行
っ
て
い
る
総
合
看
護
学
実
習
の
施
設
や
、
リ
カ

レ
ン

ト
修

了
生

の
所

属
す

る
施

設
が

今
後

増
加

す
る
こ
と
を
期
待
し
、
今
後
成
果
を
あ
げ
る
こ
と

の
で
き
る
実
習
施
設
を
検
討
す
る
。

 
課
題
；
実
習
施
設
の
依
頼
ま
で
い
た
っ
て
い
な
い
。

課
題
へ
の
取
り
組
み
；
試
行
で
行
っ
た
実
習
の
評
価

や
リ

カ
レ

ン
ト

修
了

生
の

在
職

す
る

施
設

の
特

徴
か
ら
、
実
習
施
設
の
絞
り
込
み
を
行
う
。
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【
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
】

 

計
 
 
画

 
実
施
状
況

 
成
果
と
今
後
の
課
題

 
評
価

 
自
己

 
外
部

 
 ○

 
7
月

 
小

規
模
病

院
等

看
護
ブ

ラ
ッ

シ
ュ

ア
ッ

プ
プ

ロ
グ

ラ
ム
開

始
（

～
9
月

）
 

        
 

       ○
 
5
月

 
ブ

ラ
ッ
シ

ュ
ア

ッ
プ
プ

ロ
グ

ラ
ム

受
講

生
に

フ
ォ

ロ
ー
ア

ッ
プ

研
修
会

案
内

送

付
 

 ○
 
6
月

 
フ

ォ
ロ
ー

ア
ッ

プ
研
修

実
施

（
～

1
1
月

）
 

     

 ○
 
８
月
９
日
か
ら
９
月

29
日
に
か
け
、
延
べ

21
日
間
に

わ
た
り
、
小
規
模
病
院
等
看
護
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
プ
ロ

グ
ラ
ム
を

4
科
目

26
単
元
で
実
施
し
た
。
単
元
を
継
続
し

て
受
講
で
き
る
よ
う
に
昨
年
度
と
同
様
の
科
目
と
し
、
昨

年
度
の
状
況
を
踏
ま
え
た
授
業
構
成
に
し
た
。

 
受
講
生
の
総
人
数
は

34
名
で
あ
っ
た
。
全
履
修
者
は

5
名
で
、
昨
年
度
か
ら
継
続
し
て
全
科
目
を
履
修
を
終
了
し

た
1
名
と
合
わ
せ
て
、
今
年
度
の
履
修
証
明
書
交
付
対
象

者
は

6
名
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
単
元
履
修
者
は

29
名
で
あ

っ
た
。

 
 
 
又
、
昨
年
度
「
通
学
時
間
が
ラ
ッ
シ
ュ
と
重
な
り
大
変

で
あ
っ
た
」
と
の
声
が
あ
り
、
講
義
開
始
時
間
を
検
討

し
、

1
限
目
の
講
義
を
昨
年
度
よ
り

10
分
遅
ら
せ
て
開
始

し
た
。

 
   ○
 
４
月

27
日
、
平
成

27
年
度
履
修
証
明
プ
ロ
グ
ラ
ム
修

了
生

6
名
に
対
し
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
の
案
内
を
送

付
し
た
。

 
 ○
 
研
修
は

6
月
か
ら

12
月
の

8
日
間
で
実
施
し
た
。
案
内

を
送
付
し
た

6
名
全
員
か
ら
受
講
希
望
の
返
事
が
得
ら
れ

た
が
、

1
名
は
勤
務
の
調
整
が
つ
か
ず

5
名
の
受
講
と
な
っ

た
。

 
 
 
内
容
は
、「

指
導
力
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
」
、
「
看
護
研
究

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
」
、
「
地
元
医
療
連
携
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア

ッ
プ
研
修
」
と
し
た
。
「
指
導
力
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
」
で

【
ブ
ラ
ッ

シ
ュ

ア
ッ
プ

プ
ロ

グ
ラ
ム

】
 

成
果
；
受

講
生

の
総
数

は
昨

年
度
よ

り
少

な
か

っ
た
が
、

履
修

証
明
書

交
付

対
象
者

は
昨

年

度
と
同
様

で
あ

っ
た
。

授
業

内
容
に

つ
い

て

は
、
終
了

後
の

ア
ン
ケ

ー
ト

か
ら
も

満
足

度

が
高
か
っ

た
。

ま
た
、

講
義

開
始
時

間
を

遅

ら
せ
た
こ

と
で

、
通
学

の
負

担
を
多

少
軽

減

さ
せ
る
こ

と
が

で
き
た

。
 

課
題
；
受

講
生

の
所
属

施
設

が
や
や

固
定

化
し

て
い
る
（

新
規

施
設
か

ら
の

申
し
込

み
は

3
名

）
た
め

、
更

に
多
く

の
施

設
に
参

加
を

呼

び
掛
け
る

必
要

が
あ
る

。
 

課
題
へ
の

取
組

方
針
；

募
集

案
内
を

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ
や
印

刷
媒

体
を
用

い
、

今
年
度

よ
り

早

い
時
期
に

、
案

内
回
数

を
増

や
し
て

周
知

を

図
る
。

 
 【

フ
ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ
研

修
】

 
成

果
；

 昨
年
度

の
ブ
ラ

ッ
シ

ュ
ア
ッ

プ
プ

ロ
グ

ラ
ム
修
了
生

6
名
全

員
か
ら

受
講
希

望
が

あ

り
、
フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ
プ

研
修

に
対
す

る
期

待

が
あ
る
こ

と
を

実
感
で

き
た

。
 

看
護
過
程

論
は

、
年
代

に
よ

っ
て
学

生
時

代

に
履
修
し

て
い

な
い
受

講
生

が
お
り

、「
今

回

の
学
び
は

新
人

教
育
や

学
生

指
導
に

活
か

せ
る

内
容
で
あ

っ
た

」
と
の

感
想

が
得
ら

れ
た

。
 

看
護
研
究

は
、

昨
年
度

の
ブ

ラ
ッ
シ

ュ
ア

ッ

プ
プ
ロ
グ

ラ
ム

の
学
び

を
活

か
し
、

再
度

研
究

計
画
書
を

作
成

し
、
調

査
実

施
直
前

ま
で

の
到

Ａ
 

Ａ
 



－ 65 －

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
                           ○

 
1
月

 
28

年
度
受

講
生

追
跡
調

査
 

  ○
 
3
月

 
ブ

ラ
ッ
シ

ュ
ア

ッ
プ
プ

ロ
グ

ラ
ム

案
内

送
付

 

は
「
看
護
過
程
論
」
「
基
礎
看
護
方
法
論
」
の
学
部
の
講

義
・
演
習
に
参
加
、
「
看
護
研
究
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
研
修
」

で
は
看
護
研
究
計
画
書
の
作
成
・
研
究
実
施
・
ま
と
め
に

つ
い
て
講
義
・
演
習
を
実
施
し
た
。
看
護
研
究
の
研
修
に

際
し
て
は
、
看
護
研
究
相
談
・
支
援
チ
ー
ム
の
教
員
が
講

義
・
演
習
を
担
当
し
、
各
研
修
生
の
看
護
研
究
に
つ
い
て

各
々
の
進
捗
状
況
に
合
わ
せ
て
、
講
義
・
演
習
、
メ
ー
ル

を
用
い
て
の
指
導
・
支
援
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
「
地
元
医

療
連
携
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
研
修
」
で
は
学
部
の
「
相
互

理
解
連
携
論
」
の
講
義
・
演
習
に
参
加
し
、
連
携
を
進
め

る
上
で
必
要
な
ス
キ
ル
（
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー

チ
ン
グ
等
）
に
つ
い
て
学
習
す
る
機
会
を
提
供
し
た
。

 
               ○
 

1
月
に

28
年
度
受
講
生
に
対
し
、

3
か
月
後
調
査
を
実

施
し
て
い
る
。
現
在
、
回
収
中
で
あ
る
。

 
 ○
 

3
月
に
小
規
模
病
院
等
看
護
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
案
内
を
作
成
し
、
送
付
す
る
予
定
で
あ
る
。

 

達
と
な
っ

た
。

今
後
は

看
護

研
究
相

談
・

支
援

チ
ー
ム
の

メ
ン

バ
ー
で

、
研

究
の
ま

と
め

か
ら

発
表
に
向

け
継

続
し
て

支
援

し
て
い

く
予

定
で

あ
る
。
研

修
生

か
ら
は

「
研

究
に
つ

い
て

は
苦

手
意
識
が

あ
っ

た
が
、

こ
の

研
修
で

指
導

が
受

け
ら
れ
た

こ
と

で
研
究

へ
の

意
欲
が

増
し

た
」
、「

研
究
の

実
施
・

ま
と

め
に
向

け
て

も
っ

と
研
修
時

間
が

欲
し
い

」
と

の
感
想

や
意

見
が

あ
っ
た
。

 
相

互
理
解

連
携

論
は
、

学
生

と
の
演

習
を

通

し
て
コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー
シ

ョ
ン

ス
キ
ル

を
強

化
す

る
内
容
で

あ
っ

た
。
研

修
生

か
ら
も

「
繰

り
返

し
学
び
、

演
習

を
経
験

す
る

こ
と
で

自
身

に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン
力

が
付

い
て
き

て
い

る
と

実
感
し
た

」
、「

フ
ァ
シ

リ
テ

ー
タ
ー

の
役

割
り

の
場
面
で

活
か

せ
る
内

容
だ

っ
た
」

と
の

感
想

が
得
ら
れ

た
。

 
課

題
；
研

修
の

内
容
は

昨
年

度
の
ブ

ラ
ッ

シ
ュ

ア
ッ
プ
の

受
講

生
の
「

学
び

を
深
め

た
い

」

と
言
う
意

見
を

基
に
組

み
立

て
、
概

ね
要

望

に
合
致
し

て
い

た
と
推

測
さ

れ
る
。

さ
ら

に

フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ

プ
研
修

受
講

生
を
対

象
に

し

た
ア
ン
ケ

ー
ト

結
果
を

分
析

し
、
課

題
を

抽

出
す
る
。

 
課

題
へ
の

取
組

方
針
；

研
修

生
の
希

望
や

意
見

を
聴
き
、

次
年

度
の
研

修
内

容
に
反

映
さ

せ

る
。
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【
人
事
交
流
】

 

計
 
 
画

 
実
施
状
況

 
成
果
と
今
後
の
課
題

 
評
価

 
自
己

 
外
部

 
 ○

 
8
月

 
大

学
と
小

規
模

病
院
等

の
人

事

交
流
実
施

（
～

1
1
月
）
 

                ○
 
1
2
月

 
実

施
病
院

等
の

院
長
・

看
護

部

長
と

の
懇

談
会

に
よ
り

評
価
 

      ○
 
1
2
月

 
2
9
年

度
人

事
交

流
を

希
望

す
る

小
規

模
病

院
等

を
募
集

 

 ○
 
今
年
度
新
た
な
協
力
施
設
と
し
て
、
真
室
川
町
立
病
院
、
尾

花
沢
病
院
、
順
仁
堂
遊
佐
病
院
の

3
病
院
が
加
わ
り
、「

連
携

に
関
す
る
協
定
書
」
を
締
結
し
た
。
こ
の
結
果
、
協
力
施
設
は

８
施
設
と
な
っ
た
。

 
こ
の

8
施
設
の
う
ち
、
今
年
度
人
事
交
流
を
実
施
す
る
病

院

が
、
大
学
か
ら
病
院
へ

2
病
院
、
病
院
か
ら
大
学
へ

5
病
院

と

な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
「
職
員
研
修
に
係
る
覚
書
」
を
交
わ
し
た
。

 
 
大
学
か
ら
病
院
へ
は
、

5
日
間
の
研
修
日
程
で

8
月
に
公
立

高
畠
病
院
、

10
月
～

12
月
に
か
け
て
尾
花
沢
病
院
に
職
員
を

各
1
名
ず
つ
派
遣
し
た
。

 
又
、
病
院
か
ら
大
学
へ
は
、

3
日
間
の
研
修
日
程
で

10
月

25
日
～

27
日
に
最
上
町
立
最
上
病
院
、
川
西
湖
山
病
院
、

10
月

31
日
～

11
月

2
日
に
小
国
町
立
病
院
、

11
月

17
日
、

18
日
、

11
月

21
日
に
公
立
高
畠
病
院
か
ら
職
員
が
来
学
し
人
事

交
流
を
実
施
し
た
。
予
定
し
て
い
た
順
仁
堂
遊
佐
病
院
に
つ
い

て
は
、
急
遽
都
合
が
付
か
ず
派
遣
が
出
来
な
く
な
っ
た
。

 
  

○
 

12
月

14
日
（
水
）
に
人
事
交
流
評
価
会
議
を
実
施
し
た
。

人
事

交
流

を
実

施
し

た
病

院
等

の
看

護
部

長
と

今
回

の
人

事

交
流
の
実
施
結
果
を
評
価
し
、
今
後
の
人
事
交
流
の
実
施
方
法

等
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
た
。

 
    ○
 
人
事
交
流
評
価
会
議
、
事
業
報
告
会
に
お
い
て
、
平

成
29

年
度
の
人
事
交
流
の
意
向
確
認
・
調
整
を
行
っ
た
。

 

【
人
事
交

流
の

実
施
】

 
成

果
；
受

け
入

れ
病
院

か
ら

希
望
す

る
時

期
に

希
望
す
る

内
容

で
研
修

を
計

画
し
て

頂
く

こ

と
が
出
来

、
大

学
教
員

、
病

院
側
の

双
方

が

満
足
の
い

く
人

事
交
流

に
な

っ
た
。

 
課

題
；
派

遣
時

期
、
期

間
を

設
定
す

る
の

に
あ

た
っ
て
、

大
学

で
は
学

内
の

実
習
や

授
業

等

の
兼
ね
合

い
が

あ
り
、

病
院

側
で
は

人
員

等

の
課
題
が

あ
り

、
現
在

実
施

し
て
い

る
期

間

以
上
の
長

期
の

交
流
を

実
施

す
る
の

は
困

難

で
あ
っ
た

。
 

課
題
へ
の

取
組

方
針
；
学
内

で
派
遣

す
る

教
員
の

選
定
を
も

っ
と

早
い
時

期
に

行
い

、
少
し

で
も

長
い

日
数

で
の

人
事

交
流

を
実

施
で

き
る

よ

う
調
整
を

図
る

。
又
、

病
院

側
に
つ

い
て

は
、

人
事

交
流

評
価

会
議

等
で

人
事

交
流

に
つ

い

て
の
理
解

を
お

願
い
す

る
。

 
 【

懇
談
で

の
評

価
】

 
成

果
；
人
事
交

流
に
参

加
し

た
病
院

の
ほ

か
、
今

後
参

加
を

考
え

て
い

る
病

院
の

看
護

部
長

も

参
加
さ
れ

、
活

発
な
協

議
が

行
わ
れ

た
。

 
課

題
；
病
院
か

ら
派
遣

で
き

る
期
間

に
つ

い
て
は

各
病
院
の

事
情

に
よ
り

様
々

で
あ
る

。
 

課
題
へ
の

取
組

方
針
；
大
学

で
受
け

入
れ

ら
れ
る

期
間
の
研

修
内

容
を
示

し
て

、
そ

の
日
程

の
中

か
ら

病
院

側
が

希
望

日
数

を
派

遣
す

る
方

法

な
ど
が
提

案
さ

れ
た
。

 

Ａ
 

Ａ
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【
看
護
研
究
相
談
・
支
援
】

 

計
 
 
画

 
実
施
状
況

 
成
果
と
今
後
の
課
題

 
評
価

 
自
己

 
外
部

 
 ○

 
常

時
 
看

護
研
究

相
談

・
支
援

事
業
 

         ○
 
4
月

 
小

規
模
病

院
等

看
護
職

と
の

共

同
研

究
制

度
実

施
 

        ○
 
随

時
 
看

護
研
究

に
係

る
研
修

会
の

開

催
 
 
 

 
 

      

 ○
 
平
成

27
年
度
よ
り
継
続
し
て
実
施
し
て
い
る
看
護
研

8
件

と
平
成

28
年
度
に
新
規
に
申
し
込
み
の
あ
っ
た
看
護
研
究

29
件
の
合
計

37
件
の
相
談
に
つ
い
て
、

4
名
に
教
員
が
支
援
を

行
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち

5
件
が
学
会
発
表
、

14
件
が
院
内

発
表
、

14
件
が
庄
内
地
区
四
老
健
症
例
発
表
会
で
の
発
表

を

行
っ
た
。

 
 
 

 
   ○

 
4

月
か

ら
小

規
模

病
院

等
の

看
護

職
の

方
と

看
護

共
同

研

究
の
取
組
を
始
め
る
べ
く
、
学
内
で
の
フ
ロ
ー
等
を
整
理
し
、

そ
の

旨
や

手
続

き
を

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
掲

載
す

る
と

と
も

に

チ
ラ
シ
を
作
成
し
、
県
内
の
小
規
模
病
院
等
に
送
付
し
た
。

 
 
 
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
個
別
で
の
看
護
共
同
研
究
の
申
し
込

み
は
未
だ
な
い
が
、
ﾌ
ｫ
ﾛ
ｰ
ｱ
ｯ
ﾌ
ﾟ
研
修
の
受
講
者
同
士
の
関
わ
り

の
中
か
ら
抽
出
さ
れ
た
課
題
に
つ
い
て
、
大
学
教
員
と
の
共
同

研
究
が
緒
に
着
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

 
  ○

 
病
院

に
赴

い
て

3
件

の
研

修
会

を
実

施
し
た

。
そ

の
内

容

は
、
「

看
護

研
究

の
テ

ー
マ
の

絞
り

込
み

」
、
「

看
護

研
究

を
指

導
す
る
た
め
に
」
と
言
う
テ
ー
マ
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
県
立
河

北
病
院
で
行
っ
た
。

 
 

 
大

学
に

お
い

て
は

、
6

月
に

「
看

護
研

究
研

修
会

（
入

門

編
）
」
、

9
月
に
「
看
護
研
究
の
基
礎
」（

看
護
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
共
同
開
催
）
を
開
催
し
た
。

 
 
 
ま
た
、
今
年
度
よ
り
実
施
し
て
い
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修

【
看
護
研

究
相

談
・
支

援
】

 
成

果
；
看

護
研

究
相
談

の
申

込
件
数

は
、

昨
年

度
と
ほ
ぼ

同
様

の
件
数

で
あ

る
。
学

会
発

表

と
な
っ
た

も
の
は

5
件
で
あ

っ
た
。

 
課

題
；
昨

年
度

関
わ
っ

た
施

設
か
ら

の
申

込
み

が
主
で
新

し
い

所
か
ら

の
申

込
み
が

な
い

。
 

課
題
へ
の

取
組

方
針
；
機
会

の
あ
る

毎
に

、
看
護

研
究
相
談
・
支

援
事
業

を
実

施
し
て

い
る

こ
と

を
Ｐ
Ｒ
す

る
。

 
 【

看
護
共

同
研

究
】

 
成

果
；
小
規
模

病
院
等

の
看

護
職
と

の
共

同
研
究

の
仕
組
み

を
構

築
す
る

こ
と

が
で
き

た
。

 
課

題
；
現
在
ま

で
の
と

こ
ろ

、
小
規

模
病

院
等
か

ら
の
申
し

込
み

が
な
い

。
 

課
題
へ
の

取
組

方
針
；
大
学

か
ら
病

院
等

へ
の
ア

プ
ロ

ー
チ

や
大

学
教

員
に

対
し

て
小

規
模

病

院
等

に
お

け
る

取
組

課
題

の
紹

介
な

ど
大

学

と
病
院
間

の
橋

渡
し
の

機
能

を
検
討

す
る

。
 

 【
研
修
会

の
開

催
】

 
成

果
；
病
院
で

開
催
し

た
研

修
会
は

参
加

者
が
多

く
好
評
で

あ
っ

た
。

 
課

題
；
大

学
で

実
施
し

た
研

修
会
に

つ
い

て
は

、

広
報

日
数

が
短

か
っ

た
た

め
か

参
加

者
が

少

な
か
っ
た

。
 

課
題
へ
の

取
組

方
針
；
大
学

を
会
場

と
す

る
研
修

会
の

実
施

に
あ

た
っ

て
は

広
報

を
で

き
る

だ

け
早
め
に

実
施

し
周
知

を
図

る
。

 

Ａ
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                 ○

 
6
月

 
看

護
研
究

発
表

会
 

  

の
「
看
護
研
究
」
の
科
目
に
つ
い
て
、
看
護
研
究
相
談
・
支

援

チ
ー

ム
の

教
員

が
前
後

期
合

わ
せ

て
6

日
間

計
８

時
限

の
講

義
・
演
習
を
担
当
し
、
各
研
修
生
の
看
護
研
究
に
つ
い
て
各

々

の
進
捗
状
況
に
合
わ
せ
て
、
講
義
・
演
習
、
メ
ー
ル
を
用
い
て

指
導
・
支
援
を
行
っ
た
。

 
            ○
 

6
月
に
開
催
し
た
中
間
報
告
会
の
中
で
、
看
護
研
究
発
表
会

を
実
施
し
た
。
平
成

27
年
度
に
看
護
研
究
相
談
支
援
の
取

組

で
支
援
を
受
け
た
も
の
の
う
ち
、
学
会
発
表
を
行
っ
た
看
護

研

究
1
件
と
院
内
研
究

1
件
を
発
表
し
て
頂
い
た
。

 

【
フ
ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ
研

修
で

の
研
修

】
 

成
果
；
研
修
終

了
ま
で

全
員

が
研
究

実
施

で
き
る

と
こ
ろ
ま

で
に

至
っ
た

。
今

後
は
看

護
研

究
相

談
・
支

援
チ
ー

ム
の
教

員
で

継
続
し

て
研

究
の

ま
と

め
か

ら
発

表
に

向
け

て
支

援
し

て
い

く

予
定
と
な

っ
た

。
満

足
し
た

と
言
う

意
見

と
共

に
、「

も
っ

と
多

く
の
研

修
時

間
が
欲

し
い

」
と

の
意
見
も

あ
っ

た
。

 
課

題
；
研
修
時

間
の
設

定
等

を
検
討

す
る

必
要
が

あ
る
。
一

方
、
担
当
教

チ
ー

ム
の
教

員
の

み
の

関
わ
り
で

は
、

時
間
の

確
保

が
難
し

い
。

 
課

題
へ

の
取

組
方

針
；

研
修

生
の

希
望

を
把

握

し
、
支

援
の
成

果
が
上

が
る

よ
う
な

関
わ

り
や

教
員
の
確

保
を

検
討
し

、
実

施
に
繋

げ
る

。
 

  【
看
護
研

究
発

表
会
】

 
成

果
；
外
部
で

看
護
研

究
発

表
を
行

う
機

会
が
少

な
い

小
規

模
病

院
等

の
看

護
職

の
発

表
の

機

会
を
作
る

こ
と

が
で
き

た
。

 
課

題
；
中
間
報

告
会
の

中
で

の
発
表

会
で

あ
り
演

題
数
に
限

り
が

あ
っ
た

た
め

、
２

題
の
発

表
と

な
っ
た
が

、
看

護
研
究

を
実

施
し
纏

め
る

こ
と

が
出

来
た

も
の

全
て

に
つ

い
て

発
表

す
る

こ

と
が

で
き

る
機

会
と

な
る

こ
と

が
望

ま
し

い

と
思
わ
れ

た
。

 
課

題
へ
の

取
組

方
針
；
次
年

度
も
発

表
会

を
企
画

し
、
小

規
模
病

院
と
の

看
護

職
が
外

部
で

看
護

研
究

を
発

表
す

る
機

会
に

な
る

よ
う

に
し

て

い
き
た
い

。
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【
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
】

 

計
 
 
画

 
実
施
状
況

 
成
果
と
今
後
の
課
題

 
評
価

 
自
己

 
外
部

 
 ○

 
4
月

 
学

生
の
実

習
に

お
け
る

I
C
T
活

用
の

検
討

開
始

及
び
試

行
（

～
8
月

）
 

              ○
 

随
時

 
リ

カ
レ

ン
ト

教
育

及
び

看
護

研

究
相

談
・
支

援
に

お
け

る
I
C
T
活

用
を

実
施

 

          

 ○
 
実
習
先
で
の

IC
T
活
用
に
あ
た
り
、

iP
ad

 m
in

iを
使
用
機

材
と
し
て
選
定
し
た
。
実
習
開
始
前
に
、
使
用
予
定
の
学
生
に

対
し
て
、
使
用
方
法
に
つ
い
て
事
前
説
明
し
、
学
内
で
デ
モ
を

行
っ
た
。

 
実
習
期
間
は
、

6
月

6
日
～

16
日
の
う
ち
の

9
日
間
で

、

実
習

期
間

中
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ

利
用

は
3

回
で

あ
っ

た
。

使
用

目
的

は
、
実
習
状
況
や
実
習
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
の
確
認
で
あ
っ
た
。

3
回
の
使
用
に
お
い
て
、
音
声
や
映
像
の
途
切
れ
等
の
通
信

ト

ラ
ブ
ル
は
見
ら
れ
ず
、
ス
ム
ー
ズ
な
や
り
取
り
を
行
う
こ
と
が

で
き
た
。

 
 
担
当
教
員
か
ら
は
、
遠
距
離
で
教
員
が
実
習
施
設
に
赴
く
事

が
で
き
な
い
場
合
で
も
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利
用
し
て
学
生
と
教
員
が

顔
を
合
わ
せ
て
話
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
よ
り
細
や
か
に
実
習

状
況
を
把
握
し
、
学
生
に
対
し
て
ア
ド
バ
イ
ス
で
き
る
と
い
う

意
見
が
あ
っ
た
。

 
 ○
 
昨
年
度
の
課
題
で
あ
る
、
音
声
や
映
像
の
途
切
れ
や
切
断
な

ど
の
ト
ラ
ブ
ル
を
改
善
す
る
た
め
に
、
学
内
お
よ
び
協
力
施
設

の
ス

ピ
ー

ド
テ

ス
ト

を
事

前
に

行
っ

た
。

そ
の

結
果

を
も

と

に
、
学
内
で
は
昨
年
度
の
無
線
で
の
接
続
か
ら
有
線
で
の
接
続

に
切
り
替
え
、
さ
ら
に
ス
ピ
ー
ド
が
確
保
で
き
そ
う
な
場
所
を

リ
カ
レ
ン
ト
の
講
義
室
と
し
て
使
用
し
た
。

 
そ
の
結
果
、
音
声
が
聞
き
取
り
に
く
い
と
い
う
状
況
は
複
数

回
み
ら
れ
た
が
、
映
像
が
切
断
す
る
状
況
は
改
善
さ
れ
た
。
昨

年
度
と
比
較
し
て
、
タ
イ
ム
ラ
グ
も
短
く
な
っ
た
と
の
意
見
も

あ
っ
た
。
ま
た
、
講
義
が
中
断
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
チ

ャ
ッ
ト
を
利
用
し
て
接
続
状
況
の
確
認
や
、
分
か
り
に
く
い
事

な
ど
に
つ
い
て
補
足
し
た
。

 

【
実
習
に

お
け

る
Ｉ
Ｃ

Ｔ
活

用
】

 
成

果
；
学

生
の

実
習
に

お
い

て
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ

を
活

用
し
て
実

習
状

況
の
確

認
等

を
行
う

事
が

で

き
た
。
ま

た
、

そ
の
際

、
通

信
ト
ラ

ブ
ル

も

な
く
、
ス

ム
ー

ズ
な
や

り
取

り
を
行

う
事

が

で
き
た
。

 
課

題
；
今

年
度

は
、
学

生
と

教
員
の

や
り

取
り

の
活
用
の

み
で

あ
っ
た

。
今

後
は
、

教
員

と

実
習
指
導

者
と

の
連
絡

調
整

や
、
学

生
、

実

習
指
導
者

、
教

員
の
３

者
の

や
り
取

り
で

の

活
用
に
つ

い
て

も
検
討

し
て

い
く
。

 
課

題
へ

の
取

組
方

針
；

実
習

前
の

打
ち

合
わ

せ

や
、
実

習
中
の

カ
ン
フ

ァ
レ

ン
ス
な

ど
の

場
面

で
の

活
用

可
能

性
に

つ
い

て
実

習
施

設
の

協

力
の
も
と

、
検

討
し
て

い
く

。
 

 【
リ
カ
レ

ン
ト

教
育
等

で
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ

活
用

】
 

成
果

：
接

続
状

況
が

大
幅

に
改

善
す

る
こ

と
が

で

き
、
講
義
中
の
聞
き
取
り
に
く
さ
は
あ
っ
た
も
の

の
、
昨
年
度
と
比
較
し
て
ス
ム
ー
ズ
な
講
義
運
営

を
行
う
事
が
で
き
た
。

 
課
題
：
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
接
続
状
況
は
大
幅
に
改
善
さ

れ
た
が
、
一
部
音
声
が
聞
き
取
り
難
い
と
い
う
場

面
も
見
ら
れ
た
。
こ
れ
に
は
、
受
講
者
側
の
接
続

状
況
の
問
題
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
パ

ワ
ー

ポ
イ

ン
ト

や
ホ

ワ
イ

ト
ボ

ー
ド

な
ど

の
文

字
が
見
え
難
い
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
。
ス
ラ
イ

ド
の
背
景
色
や
文
字
の
大
き
さ
に
よ
っ
て
は
、
カ

メ
ラ

を
通

し
て

見
る

と
文

字
が

見
え

難
い

場
面

Ａ
 

Ａ
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今
年
度
の
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
用
は
、
延

べ
26

施
設

50
名
の
利
用
で
あ
っ
た
。

 
看

護
研

究
相

談
・

支
援

に
お

け
る

Ｉ
Ｃ

Ｔ
活

用
に

つ
い

て

は
、
今
年
度
は
研
究
相
談
を
行
っ
た
施
設
が
近
距
離
で
あ
り
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
必
要
性
が
な
か
っ
た
た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
用
は
な

か
っ
た
。

 
              

が
あ
っ
た
。

 
課
題
へ
の
取
組
方
針
：
接
続
状
況
に
つ
い
て
、
現
在

協
力
病
院
で
は
、

W
i-F

iル
ー
タ
ー
を
使
用
し
、

無
線
で
接
続
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
電
波
状
況

の
改
善
や
、
有
線
で
の
接
続
の
検
討
等
、
さ
ら
に

改
善
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。
ま
た
、
講
師

の
話

す
ス

ピ
ー

ド
に

よ
っ

て
も

聞
き

取
り

難
さ

に
影
響
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
事
前
に
講

師
に

対
し

て
話

す
ス

ピ
ー

ド
へ

の
配

慮
を

お
願

い
す
る
。
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
文
字

の
大

き
さ

は
背

景
色

に
つ

い
て

事
前

に
指

定
し

て
お
く
こ
と
で
改
善
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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【
事
業
普
及
】

 

計
 
 
画

 
実
施
状
況

 
成
果
と
今
後
の
課
題

 
評
価

 
自
己

 
外
部

 
 ○

 
随

時
 
ホ

ー
ム
ペ

ー
ジ

更
新
、

ホ
ー

ム

ペ
ー

ジ
コ

ン
テ

ン
ツ
の

見
直

し
、
修

正
 

              ○
 
随

時
 
本

事
業
の

評
価

・
効
果

に
関

す

る
研

究
を

関
係

学
会
に

発
表

及
び
論

文
投

稿
 

         

 ○
 

1
月
末
時
点
で

25
回
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
更
新
を
行
っ
た
。

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
コ

ン
テ

ン
ツ

の
見

直
し

、
修

正
に

つ
い

て

は
、
「
本
事
業
の
協
力
施
設
」
と
「
事
業
報
告
」
の

2
つ
の
新

し
い

コ
ン

テ
ン

ツ
を

加
え

た
こ

と
で

あ
る

。
「

本
事

業
の

協
力

施
設
」
の
コ
ン
テ
ン
ツ
で
は
、
協
力
施
設
に
つ
い
て
の
説
明
を

行
う
と
と
も
に
、
各
協
力
施
設
に
リ
ン
ク
を
貼
っ
て
い
る
。
又
、

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
も
各
病
院
・
施
設
と
本
事
業
の
関
連
機
関
の

バ
ナ
ー
を
貼
り
、
協
力
施
設
や
関
連
機
関
が
わ
か
り
や
す
い
よ

う
に

し
た

。
「

事
業

報
告

」
の

コ
ン

テ
ン

ツ
で

は
、

こ
れ

ま
で

の
活

動
に

つ
い

て
知

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
な

ペ
ー

ジ
と

し

た
。

 
 
 
又
、
本
事
業
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
基
に
本
事
業
の
バ
ナ
ー
を
作

成
し
、
各
協
力
病
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
本
事
業
の
バ
ナ
ー
を

貼
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
依
頼
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
本
事
業
の

 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
ア
ク
セ
ス
数
の
増
加
に
務
め
た
。

 
 ○
 
平
成

28
年

9
月

10
日
（
土
）
～

11
日

(日
)に

第
19

回
北

日
本
看
護
学
会
学
術
集
会
（
於
：
宮
城
大
学
）
に
お
い
て
、
平

成
27

年
度

の
1
年

間
に

取
り

組
ん

だ
看

護
研

究
相

談
支
援

の
実

施
状

況
か

ら
得

ら
れ

た
実

態
や

課
題

に
つ

い
て

ま
と

め
、
「

小
規
模
病

院
等

看
護
職

に
対

す
る
看

護
研

究
相
談

支
援

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」
と
し
て
発
表
し
た
。

 
 
 
平
成

28
年

12
月

10
日
（
土
）
～

11
日

（
日
）
に
第

36
回
日
本
看
護
科
学
学
会
学
術
集
会
に
お
い
て
、
山
形
県
内
の
小

規
模

病
院

に
お

け
る

看
護

研
究

の
実

態
調

査
に

関
連

し
て

2
題
、
小
規
模
病
院
等
看
護
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

実
施
に
関
し
て
２
題
を
発
表
し
、
山
形
発
・
地
元
ナ
ー
ス
養

成

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
す
る
交
流
集
会
（
参
加
者
：
本
学
関
係
者

3

【
ホ
ー
ム

ペ
ー

ジ
】

 
成

果
；
ホ

ー
ム

ペ
ー
ジ

の
更

新
に
つ

い
て

出
来

る
だ
け
タ

イ
ム

リ
ー
な

情
報

が
掲
載

で
き

る

よ
う
実
施

し
た

。
協
力

施
設

の
バ
ナ

ー
を

添

付
し
た
こ

と
で

、
本
学

と
協

力
施
設

と
の

連

携
を
Ｐ
Ｒ

出
来

た
。
又

、
本

事
業
の

バ
ナ

ー

の
作
成
に

よ
り

各
協
力

施
設

等
の
ホ

ー
ム

ペ

ー
ジ
に
掲

載
し

て
も
ら

う
こ

と
が
で

き
本

事

業
の
ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ
の

広
報

に
繋
が

っ
た

。

課
題
；
実

施
し

て
い
る

プ
ロ

グ
ラ
ム

に
つ

い
て

も
っ
と
細

か
に

実
施
状

況
を

更
新
し

て
、

事

業
内
容
を

発
信

し
て
い

く
必

要
が
あ

る
。

 
課

題
へ

の
取

組
方

針
；

優
先

的
に

実
施

し
て

い

く
事

案
と

し
て

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
更

新
を

あ

げ
、
情
報

発
信

し
て
い

く
。

 
 【

学
会
発

表
等

】
 

成
果
；
発

表
後

、
他
県

に
お

け
る
支

援
が

難
し

い
現
状
や

支
援

を
行
う

教
員

側
か
ら

見
た

課

題
、
そ
し

て
病

院
管
理

者
側

か
ら
の

意
見

等

多
く
の
言

葉
を

頂
き
、

興
味

・
関
心

を
持

っ

て
も
ら
え

る
内

容
で
あ

っ
た

と
思
わ

れ
る

。

日
本
看
護

科
学

学
会
に

お
け

る
発
表

、
交

流
集
会
に

よ
り

地
元
ナ

ー
ス

へ
の
関

心
が

高

ま
っ
た
。

 
課

題
；
今

年
度

の
学
会

発
表

は
合
わ

せ
て

12
本

予
定
し

て
い

る
が
、

未
だ

論
文
投

稿
ま

で

に
は
至
っ

て
い

な
い
。

 
課

題
へ
の

取
組

方
針
；

論
文

投
稿
に

向
け

準
備

Ａ
 

Ａ
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     ○

 
1
2
月

 
協

力
施

設
を

対
象

に
2
8
年

度

の
事

業
報

告
実

施
 

             ○
 
Ｊ

ナ
ー

ス
通

信
の

発
行
 

         ○
 
活

動
報

告
書

発
行
 

 

名
、
他
大
学
等

67
名
）
を
行
っ
た
。

 
 
 
平
成

29
年

3
月

13
日
（
月

）
に
第

43
回
山
形
県
公
衆

衛

生
学
会
に
お
い
て
、
本
事
業
に
関
す
る
発
表
を
６
題
予
定
し
て

い
る
。

 
 ○
 
平
成

28
年

12
月

14
日
（
水

）
に
協
力
病
院
を
対
象
に
本

年
度
の
事
業
報
告
会
を
実
施
し
た
。
参
加
施
設
は
、
小
国
町
立

病
院
、
公
立
高
畠
病
院
、
は
と
み
ね
荘
、
尾
花
沢
病
院
、
最
上

町
立

最
上

病
院

、
真

室
川

病
院

及
び

順
仁

堂
遊

佐
病

院
で

あ

り
、
看
護
部
長
の
他
、
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
受
講
者
等
も
出
席

し
、
合
わ
せ
て

17
名
の
方
が
参
加
と
な
っ
た
。

 
 

 
本

学
か

ら
の

各
事

業
の

本
年

度
の

実
施

状
況

等
の

説
明

に

続
き
、
様
々
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

 
       ○

 
本

事
業

の
取

組
に

つ
い

て
紙

面
に

纏
め

た
「

Ｊ
ナ

ー
ス

通

信
」
を
年

2
回
（

10
月
・

2
月
）
発
行
し
た
。
本
学
の
看
護
学

科
学
生
の
保
護
者
の
他
、
県
内
の
小
規
模
病
院
、
高
齢
者
施
設

等
に
配
布
し
た
。
又
、
本
事
業
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
見
る
こ

と
が
出
来
る
よ
う
に
し
た
。

 
     ○
 

3
月
に
平
成

28
年
度
活
動
報
告
書
を
発
行
し
、
全
国
の
看

護
系
大
学
、
県
内
の
小
規
模
病
院
等
に
送
付
予
定

 

を
行
う
。

 
   【
協
力
病
院
へ
の
事
業
報
告
】

 
成

果
：

協
力

施
設

に
対

し
事

業
報

告
を

行
っ

た
こ

と
に

よ
り

、
取

り
組

ん
で

い
る

内
容

へ
の

理
解

や
進

捗
状

況
に

つ
い

て
把

握
す

る
機

会
と

な
っ

た
。

大
学

と
協

力
施

設
が

一
同

に
会

し
て

事
業

に
つ

い
て

話
し

合
う

こ
と

に
よ

り
、

他
の

協
力

施
設

と
の

意
見

交
換

も
で

き
、

各
事

業
の

取
組

に
関
し
て
積
極
的
な
意
見
や
案
が
出
さ
れ
た
。

課
題

；
す

べ
て

の
協

力
施

設
が

出
席

で
き

る
日

程

が
調
整
で
き
な
か
っ
た
。

 
課
題
へ
の
取
組
方
針
；
欠
席
の
協
力
施
設
に
対
し
、

事
前

に
配

布
資

料
を

送
付

し
、

意
見

や
案

を
聴

取
し

、
会

の
開

催
時

に
報

告
で

き
る

よ
う

に
す

る
な
ど
、
欠
席
施
設
に
対
す
る
案
を
検
討
す
る
。

 【
Ｊ
ナ
ー
ス
通
信
】

 
成

果
；

紙
面

を
作

成
す

る
こ

と
で

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

を
活

用
す

る
こ

と
が

少
な

い
施

設
等

に
対

し
て
本
事
業
を
周
知
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
又
、

本
学

の
学

生
の

保
護

者
へ

の
配

布
は

一
般

住
民

へ
の
事
業
普
及
に
も
つ
な
が
っ
た
。

 
課

題
；

当
初

予
定

し
た

部
数

よ
り

も
送

付
先

や
配

布
場

所
の

数
が

多
く

な
り

、
自

由
に

持
ち

帰
る

こ
と

が
出

来
る

資
料

と
し

て
の

配
布

ま
で

に
は

至
ら
な
か
っ
た
。

 
課

題
へ

の
取

組
方

針
；

発
行

部
数

を
増

や
す

と
共

に
よ

り
興

味
や

関
心

を
引

く
内

容
と

な
る

よ
う

に
掲
載
内
容
の
充
実
を
検
討
す
る
。
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【
事
業
推
進
・
評
価
】

 

計
 
 
画

 
実
施
状
況

 
成
果
と
今
後
の
課
題

 
評
価

 
自
己

 
外
部

 
 ○

 
6
月

 
中

間
シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム
開

催
 

                    ○
 
9
月

 
各

専
門
チ

ー
ム

の
事
業

評
価

実
 

 

 
施
 

     

 ○
 
山
形
発
・
地
元
ナ
ー
ス
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
中
間
報
告
会
＆
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
「
地
元
ナ
ー
ス
を
語
ろ
う
！
～
地
元
医
療
福
祉

を
支
え
る
看
護
職
～
」
と
題
し
、

6
月

19
日
（
日
）
に
開
催

し
た
。
当
日
は
午
前
中
に
中
間
報
告
会
、
午
後
か
ら
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
催
し
た
。
中
間
報
告
会
で
は
、
来
賓
と
し
て
山
形
県

健
康

福
祉

部
地

域
医

療
対

策
課

長
及

び
山

形
県

看
護

協
会

会

会
長
様
の
挨
拶
を
頂
き
、
全
体
会
で
の
報
告
の
後
、
二
つ
の
分

科
会
に
分
か
れ
、
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
と
看
護
研
究
相
談
・
支
援

事
業
の
取
組
の
現
状
等
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。
な
お
、
看
護
研

究
相
談
・
支
援
の
分
科
会
で
は
、
相
談
を
受
け
た
看
護
研
究
２

題
の
発
表
も
行
っ
た
。

 
 

 
午

後
か
ら

は
、
「

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

に
お
け

る
地

元

ナ
ー
ス
の
役
割
」
に
つ
い
て
、
４
人
の
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
か
ら
報

告
を
頂
き
、
フ
ロ
ア
を
交
え
て
地
元
ナ
ー
ス
の
役
割
り
や
求
め

ら
れ
て
い
る
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
等
を
探
っ
た
。

 
 
 
当
日
の
模
様
は
翌
日
の
山
形
新
聞
の
記
事
に
掲
載
さ
れ
た
。

な
お
、
当
日
の
参
加
者
は
学
生
を
含
め
約

15
0
名
で
あ
っ
た
。

う
ち
、

83
名
か
ら
中
間
報
告
会
＆
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
つ
い

て

の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
提
出
を
頂
い
た
が
、
約

8
割
の
方
が
「
よ
か

っ
た
」
と
言
う
回
答
だ
っ
た
。

 
 ○
 
各
専
門
チ
ー
ム
か
ら
、
今
年
度
実
施
事
業
に
つ
い
て
の

9
月

末
ま
で
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
報
告
を
求
め
た
。
報
告
に
あ
た

っ
て
は
、
実
施
状
況
に
加
え
成
果
、
課
題
及
び
課
題
へ
の
取
組

を
記
載
す
る
こ
と
と
し
、
チ
ー
ム
内
で
の
検
証
が
行
わ
れ
る
こ

と
を
狙
い
と
し
た
。

 
 

 
 

【
中
間
シ

ン
ポ

】
 

成
果
；
本

プ
ロ

グ
ラ
ム

の
こ

れ
ま
で

の
成

果
を

広
く
周
知

す
る

こ
と
が

で
き

た
。
又

、
地

元

ナ
ー
ス
の

役
割

り
等
に

つ
い

て
再
確

認
す

る

こ
と
が
で

き
た

。
 

課
題
；
報

告
会

や
シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム
の

内
容

に
つ

い
て
は
、

時
宜

を
得
た

テ
ー

マ
で
議

論
も

深

ま
っ
た
が

、
参

加
者
が

予
定

し
て
い

た
人

数

よ
り
少
な

か
っ

た
。

 
課

題
へ

の
取

組
方

針
；

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
周

知

を
更
に
図

っ
て

い
く
。

 
          【

事
業
評

価
実

施
】

 
成

果
；

各
事

業
に

対
す

る
専

門
チ

ー
ム

の
責

任

体
制
が
図

ら
れ

る
。

 
課

題
；

自
己

評
価

の
基

準
に

差
が

あ
る

場
合

が

あ
る
。

 
課

題
へ

の
取

組
方

針
；

各
チ

ー
ム

の
自

己
評

価

に
つ

い
て

は
事

業
推

進
委

員
会

の
場

に
お

い

て
更
に
議

論
を

行
う
。

 

Ａ
 

Ａ
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 ○

 
2
月

 
推

進
委
員

会
で

、
3
年

間
（

2
6

年
度

～
28

年
度

）
の
事

業
評

価
を
実

施
 

        ○
 
2
月

 
外

部
評
価

委
員

会
開
催

。
評

価

結
果

を
ホ

ー
ム

ペ
ー
ジ

で
公

表
 

       

 ○
 
文
部
科
学
省
の
「
中
間
進
捗
状
況
報
告
書
」
の
提
出
に
合
わ

せ
、

11
月
～

12
月

に
か
け
、

3
年
間
の
事
業
評
価
を
実
施
し

た
。

 
       ○
 

2
月

27
日
（
月
）
に
外
部
評
価
委
員
会
を
開
催
す
る
。
な

お
、
平
成

28
年
度
か
ら
評
価
委
員
を

2
名
増
員
し
、

7
名
の

評
価
委
員
か
ら
評
価
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
っ
た
。

 

【
3
年

間
の
事

業
評
価

】
 

成
果

：
事

業
実

施
後

に
お

け
る

事
業

の
進

捗
状

況
、

課
題

、
成

果
等

を
客

観
的

に
評

価
で

き

た
。

 
 

 
事

業
は

全
体

的
に

順
調

に
進

捗
し

、
当

初

目
標

を
上

回
る

効
果

も
で

て
お

り
、

地
元

ナ

ー
ス

養
成

の
体

系
的

な
取

り
組

み
の

構
築

が

出
来
つ
つ

あ
る

。
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【
就
職
先
開
拓
】

 計
 
 
画

 
実
施
状
況

 
成
果
と
今
後
の
課
題

 
評
価

 
自
己

 
外
部

 
 ○

 
4
月

 
学

内
の
県

内
定

着
促
進

委
員

会

と
の

連
携

を
図

り
、
採

用
計

画
の
情

報
収

集
、

就
職

ガ
イ

ダ
ン
ス

を
実

施
す
る

。
 

                ○
 

10
月

 
保

護
者

へ
の

本
事

業
の

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

送
付

 

 ○
 
学
内
の
県
内
定
着
促
進
委
員
会
と
連
携
し
、「

キ
ャ
リ
ア
支
援

セ
ミ
ナ
－
」
と
「
地
域
医
療
体
験
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
た
。

 
 
「
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ミ
ナ
ー
」
は
県
内
の
病
院
か
ら
大
学
に
来

て
い

た
だ

き
、

各
ブ

ー
ス

に
お

い
て

学
生

に
対

し
て

病
院

の
説

明
を
し
て
頂
く
も
の
で
、
県
内
の

35
の
病
院
が
参
加
し
た
が

、

そ
の
う
ち
小
規
模
病
院
（
老
健
施
設
を
含
む
。
）
は

14
施

設
で

あ
っ
た
。

46
名
の
学
生
が
参
加
し
た
。

 
 
 
「
地
域
医
療
体
験
セ
ミ
ナ
ー
」
は
、
県
内
の
小
規
模
病
院
で
の

看
護
の
体
験
の
た
め
、

6
月
に

2
病
院
（
河
北
病
院
、
川
西
湖
山

病
院
）
、

9
月
に

1
病
院
（
こ
こ
ろ
の
医
療
セ
ン
タ
ー
）
で
実

施

し
た
。
参
加
学
生
は
、
河
北
病
院
が

9
名
、
川
西
湖
山
病
院
が

3
名
、
こ
こ
ろ
の
医
療
セ
ン
タ
ー
が

15
名
で
あ
っ
た
。

 
 

 
採

用
計

画
の

情
報

収
集

に
つ

い
て

は
、

キ
ャ

リ
ア

セ
ン

タ
ー

に
お
い
て
、
募
集
要
項
を
収
集
し
て
い
る
他
に
、
本
学
の
卒
業
生

が
い

る
病

院
に

は
卒

業
生

か
ら

の
メ

ッ
セ

ー
ジ

を
添

え
て

も
ら

う
よ

う
お

願
い

し
て

い
る

。
情

報
収

集
し

た
募

集
要

項
は

キ
ャ

リ
ア

セ
ン

タ
ー

に
掲

示
し

て
い

る
が

、
併

せ
て

病
院

独
自

で
有

し
て
い
る
奨
学
金
制
度
に
つ
い
て
も
情
報
を
掲
示
し
て
い
る
。

 ○
 

本
事

業
の

取
組

や
地

域
の

小
規

模
病

院
で

の
看

護
職

の
方

の

投
稿
等
を
掲
載
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
「
Ｊ
ナ
ー
ス
通
信
」
）
を
作

成
し
、
保
護
者
、
小
規
模
病
院
等
に
配
布
し
た
。

 
 
 
な
お
、
Ｊ
ナ
ー
ス
通
信
は
、
年

2
回
（

10
月
、

2
月
）
発

行

す
る
こ
と
と
し
た
。

 

【
県
内
定

着
促

進
委
員

会
と

の
連
携

】
 

成
果
；
「
地
域
医

療
体
験

セ
ミ

ナ
ー
」

は
実

習
 

 
 

施
設
と

な
っ

て
い
な

い
病

院
の
看

護
を

体
験
で

き
る
機
会

で
あ

り
、
見

学
や

先
輩
看

護
師

と
の

交
流
が
あ

り
、

学
生
が

小
規

模
病
院

に
目

を
向

け
る
機
会

と
な

り
、
学

生
の

関
心
も

高
か

っ

た
。

 
課

題
；
学

生
の

小
規
模

病
院

へ
の
関

心
を

高
め
る

た
め
、
就

職
先

と
し
て

の
医

療
機
関

の
魅

力
を

ア
ピ
ー
ル

す
る

必
要
が

あ
る

が
、
そ

れ
を

効
果

的
に
伝
え

き
れ

て
い
な

い
。

 
課

題
へ
の

取
組

方
針
；

医
療

機
関
側

で
の

対
応

 
 

が
求

め
ら

れ
る

面
も

あ
る

が
、

小
規

模
病

院
で

働
く
と
言

う
意

義
を
学

生
に

伝
え
て

い
く

。
 

     【
パ
ン
フ

レ
ッ

ト
送
付

】
 

成
果

；
本

学
教

育
振

興
会

で
発

行
し

て
い

る
広

報

誌
と

共
に

、
看

護
学

科
学

生
保

護
者

に
対

し
Ｊ

ナ
ー

ス
通

信
を

送
付

し
た

。
学

部
学

生
の

保
護

者
が

小
規

模
病

院
等

に
関

す
る

情
報

を
得

る
機

会
と
な
っ

た
。

 
課

題
；
情

報
提

供
の
機

会
は

で
き
た

が
、

ま
だ

2
号

の
発
行

で
あ

る
。

 
課

題
へ
の

取
組

方
針
；
今
後

も
年

2
回
の

発
行
を

継
続
し
て

い
く

。
 

Ａ
 

Ａ
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５）平成 28 年度 事業推進委員会 

 開催日時／場所           議題・協議事項    （出席者数） 

第 1 回 

平成 28 年 4 月 19 日(火） 
9 時 00 分～10 時 00 分 

（本学 4 階 401 会議室） 
 

1 開会 
2 議題 
  （1）平成 28 年度事業推進体制について 
  （2）平成 28 年度事業計画について 
  （3）平成 28 年度予算について 
  （4）協力病院等一覧について 
  （5）外部評価委員会議事録について 
  （6）平成 28 年度「山形発・地元ナース養成プログラム」 
      フォローアップ研修について 【協議】 
  （7）平成 28 年度看護学科年度計画について【協議】 
  （8）中間報告会＆シンポジウムのチラシについて【報告】 
  （9）平成 27 年度看護研究相談支援について【報告】 
（10）平成 28 年度小規模病院等看護ブラッシュアッププログ

ラム、看護研究相談支援のチラシについて【報告】 
（11）青森県立保健大学視察について【報告】 
（12）ＩＣＴレポートについて【報告】 

3 その他 
4 閉会 
                                   （出席者 19 名）

第 2 回 

平成 28 年 5 月 17 日（火） 
9 時 00 分～10 時 00 分 

（本学 4 階 401 会議室） 
 

1 開会 
2 議題 

（1）中間報告会＆シンポジウムについて          

（2）平成 28 年度小規模病院等看護ブラッシュアッププログ

ラム（案）について 
（3）人事交流（案）について               

（4）フォローアップ研修について             

（5）ＩＣＴレポートについて【報告】           

3 その他 
4 閉会 
                     （出席者 16 名）

第 3 回 

平成 28 年 6 月 14 日（火） 
9 時 00 分～10 時 00 分 

（本学 4 階 401 会議室） 
 

1 開会 
2 協議事項 

（1）中間報告会＆シンポジウムについて 
（2）ＩＣＴニュースレター（案）について 

3 報告事項 
（1）平成 28 年度人事交流について 
（2）小規模病院等看護ブラッシュアッププログラムについて

（3）フォローアップ研修について 
（4）看護研究相談・支援について             

（5）ＩＣＴレポートについて 
4 その他 
5 閉会 
                     （出席者 16 名）

 



－ 77 －

第 4 回 

平成 28 年 7 月 19 日（火） 
9 時 00 分～10 時 00 分 
（本学 4 階 401 会議室） 
 

1 開会 
2 協議事項 

（1）大学改革推進等補助金に係る実地調査について 
（2）「山形発・地元ナース養成プログラム」ニュースレター

について 
3 報告事項 

（1）中間報告会＆シンポジウムのアンケート結果について  

（2）平成 28 年度小規模病院等看護ブラッシュアッププログ

ラムについて  
（3）フォローアップ研修について 
（4）平成 28 年度人事交流について 
（5）看護研究相談支援について 
（6）ＩＣＴレポートについて 

4 その他 
5 閉会 
                     （出席者 17 名）

第 5 回 

平成 28 年 8 月 30 日（火） 
9 時 00 分～10 時 00 分 

（本学 4 階 401 会議室） 
 

1 開会 
2 議題 

（1）文部科学省実地調査の概要について 
（2）平成 28 年度小規模病院等看護ブラッシュアッププログ

ラムの実施状況について 
（3）ＩＣＴレポートについて 

3 その他 
4 閉会 
                     （出席者 16 名）

第 6 回 
平成 28 年 9 月 20 日（火） 
9 時 00 分～10 時 00 分 

（本学 4 階 401 会議室） 

1 開会 
2 議題 

（1）各チーム事業の今年度前期評価及び年度別事業評価の確

認について 
（2）地元ナース養成プログラムの周知・広報の充実について

（3）大学基準協会認証評価の実地調査におけるリカレント教

育受講生の選出について 
（4）小規模病院等看護ブラッシュアッププログラムの閉講式

について 
（5）日本看護科学学会学術集会での交流集会について    

3 報告事項 
（1）ニュースレター「J ナース通信」発行について 
（2）ＩＣＴレポートについて 

4 その他 
5 閉会 
                     （出席者 19 名）

第 7 回 
平成 28 年 10 月 18 日（火） 
9 時 00 分～10 時 00 分 

（本学 4 階 401 会議室） 

1 開会 
2 議題 
（1）中間における事業評価について 
（2）人事交流評価会議・協力病院事業報告会の開催について

（3）Ｊナースカフェの開催について 
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（4）課題解決型高度医療人材養成プログラムの中間評価の実

施について 
（5）小規模病院等看護ブラッシュアッププログラムの受講状

況について 
（6）協力病院の追加について 
（7）人事交流について 
（8）ホームページバナーについて 

3 報告事項 
 （1）ＩＣＴレポートについて 
 
4 その他 
5 閉会 
                     （出席者 16 名）

第 8 回 
平成 28 年 11 月 22 日（火） 
9 時 00 分～10 時 00 分 

（本学 4 階 401 会議室） 

1 開会 
2 議題 
（1）人事交流評価会議及び第 2 回事業報告会日程案について

（2）第 2 回事業報告会（案）について 
（3）課題解決型高度医療人材養成プログラム  

中間評価進捗状況報告書（暫定版）について 
3 報告事項 
（1）Ｊナースカフェについて 
（2）人事交流について 
（3）ＩＣＴレポートについて 

4 その他 
5 閉会 
                     （出席者 17 名）

第 9 回 
平成 28 年 12 月 20 日（火） 
9 時 00 分～10 時 00 分 

（本学 4 階 401 会議室） 

1 開会 
2 協議事項 
（1）今後のスケジュールについて 
（2）平成 29 年度の事業計画について 

3 報告事項 
（1）第 36 回日本看護科学学会学術集会・交流集会について 
（2）平成 28 年度人事交流事業評価会議について 
（3）第 2 回事業報告会について 
（4）平成 28 年度フォローアップ研修について 
（5）第 1 回Ｊナースカフェについて 
（6）ＩＣＴレポートについて 

4  その他 
5 閉会 
                     （出席者 17 名）

第 10 回 
平成 29 年 1 月 17 日（火） 
9 時 00 分～10 時 00 分 

（本学 4 階 401 会議室） 

1 開会 
2 協議事項 
（1）年度別事業調書の見直し結果について 
（2）外部評価委員会実施案について 
（3）学士課程卒業時の到達目標 案 について 
（4）平成 28 年度活動報告書作成スケジュールについて 
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（5）活動報告書分担について 
（6）平成 28 年度実績、平成 29 年度実施計画について 
3 報告事項 
（1）ＩＣＴレポートについて 
4 その他 
5 閉会 
                     （出席者 18 名）

第 11 回 
平成 29 年 2 月 21 日（火） 
9 時 00 分～10 時 00 分 

（本学 4 階 401 会議室） 

1 開会 
2 議題 
（1）今後のスケジュールについて 
（2）平成 29 年度事業計画について 
（3）平成 29 年度予算案について 
（4）平成 28 年度「山形発・地元ナース養成プログラム」 
   外部評価委員会資料について 
 
3 協議事項 
（1）平成 29 年度フォローアップ研修（案）について 
（2）「山形発・地元ナース養成プログラム」 
   ＩＣＴ報告会（案）について 
4 報告事項 
（1）ＩＣＴレポートについて 
5 その他 
6 閉会 
                     （出席者 19 名）

第 12 回 
平成 29 年 3 月 28 日（火） 
9 時 00 分～10 時 00 分 

（本学 4 階 401 会議室） 

 
 
 
開催予定 

 
文責 看護実践研究センター事業推進主査 富樫栄一  
   看護実践研究センター企画主任   設楽幸江  
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                                           資 料 

公立大学法人山形県立保健医療大学「地元ナース養成プログラム事業」推進委員会規程 

 

平成 27 年４月７日 

規  程  第１１号 

 

 （趣旨） 

第１条 この規程は、公立大学法人山形県立保健医療大学の組織及び運営に関する規則（平成21年規則

第１号）第10条第２項の規定に基づき、本学が文部科学省から助成を受けた課題解決型高度医療人材養

成プログラム「山形発・地元ナース養成プログラム」事業（以下「養成事業」といいう。）の確実な推

進を図るため設置する、養成プログラム事業推進委員会（以下「事業推進委員会」という。）に関し必

要な事項を定めるものとする。 

 （組織） 

第２条 事業推進員会は、次に掲げる者をもって組織する。 

 (1) 学長 

 (2)  教職員の中から学長が指名する者 

２ 委員会に委員長及び副委員長を置き、委員のうちから理事長が指名する。 

３ 学長は、養成事業を総理する。 

 （所掌業務及び会議） 

第３条 事業推進員会は養成事業に係る次の業務を所掌する。 

 (1) 養成事業の進行管理 

 (2)  養成事業の年次計画の作成 

 (3) 次条に定める専門部会間の調整 

 (4) 前号の専門部会の事業評価 

 (5) 養成事業の外部評価の実施 

２ 事業推進委員会の会議は、養成事業に関わる担当者全員の参加とし、原則毎月開催する。 

 （専門部会） 

第4条 事業推進委員会に、養成事業を着実に推進するための専門部会として、次のチームを置く。 

 (1) 学士課程教育チーム 

 (2) リカレント教育チーム 

 (3) 看護研究相談・支援チーム 

 (4) ICT活用チーム 

 (5) 人事交流チーム 

２ 前項各号のチームのリーダー及び構成員は学長が定める。 

３ 専門チームは定期的に運営会議を開催する。 

 （事業推進責任者等事業推進体制） 

第5条 学長は、養成事業の円滑な実施を図るため、事業推進責任者を定めるとともに、事業推進に関わ

る教職員の役割等事業推進体制を明示するものとする。 

 （事業の評価等） 
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第6条 各専門チームは概ね６か月に１度、自ら事業点検を行うものとする。 

２ 事業推進委員会は、年１回、各専門チームの事業点検に基づき事業評価を行うものとする。 

３ 事業推進委員会は、年１回、次条に定める外部評価委員会を開催し、養成事業についての外部評価を

受けるものとする。 

 （外部評価委員会） 

第７条 養成事業の実施状況等について、学外からの評価を受けるため、外部評価委員会を設置する。 

２ 外部評価委員会の委員は行政、医療施設、関係団体等から選任するものとし、学長が委嘱する。 

 （その他） 

第８条 この規程に定めるものの他、養成事業の推進に関し必要な事項は、事業推進委員会で定める。 

   附 則 

 この規程は、平成27年４月７日から施行し、課題解決型高度医療人材養成プログラムの終了をもって 

廃止する。 
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山形県立保健医療大学看護実践研究センター運営規程 

 

平成 26 年 10 月 31 日 

規 程 第 1 8 号 

 

（趣旨） 

第１条 この規程は、公立大学法人山形県立保健医療大学の組織及び運営に関する規則（平成21年規則

第１号）第７条第２項の規定に基づき、山形県立保健医療大学看護実践研究センター（以下「実践セン

ター」という。）の運営に関し必要な事項を定めるものとする。 

 （目的） 

第２条 実践センターは、県内の看護職を対象に看護継続教育、研究指導、情報発信等を行うことによ

り、本県における看護実践水準の向上を図ることを目的とする。 

 （業務） 

第３条 実践センターは、その目的を達成するために、次に掲げる業務を行う。 

(1)看護職を対象とした実習指導力養成教育 

(2)看護職を対象とした実践力向上のためのフォローアップ教育 

(3)看護研究に関する相談・指導等の支援 
(4)看護実践・研究に関する情報発信 

(5)その他実践センター長が適当と認めた業務 

 （職員） 

第４条 実践センターに、実践センター長及びその他必要な職員を置く。 
２ 実践センター長は、看護学科教員の中から学長が任命する。 

３ 実践センター長は、第３条各号に定める業務について掌理する。 
４ 実践センター長の任期は２年とし、再任を妨げない。 
５ 実践センター長が任期満了前に辞任し、又は欠員となった場合の後任者の任期は、前任者の残任期

間とする。 
 （実践センター委員会） 

第５条 実践センターの円滑な運営を図るため、実践センターに次の委員会を置く。 

(1) センター運営委員会 

(2) センター実施委員会 

２ 前項の委員会に関し必要な事項は、別に定める。 

 （委任） 

第６条 この規程に定めるもののほか、実践センターの運営に関し必要な事項は、別に定める。 

 

   附 則 

（施行期日） 

 この規程は、平成 26 年 11 月 1 日から施行する。 
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山形県立保健医療大学看護実践研究センター委員会要綱 

 
（趣旨） 

第 1 条 この要綱は、山形県立保健医療大学看護実践研究センター運営規程（平成 26 年規程第 18 号）

第 5 条第 2 項の規定に基づき、センター運営委員会（以下「運営委員会」という。）及びセンター実施

委員会（以下「実施委員会」という。）の運営に関し必要な事項を定めるものとする。 
（運営委員会の構成等） 

第 2 条 運営委員会は、理事（総務担当）、研究・地域貢献等推進委員会委員長、看護実践研究センター

長（以下「実践センター長」という。）及び学長が指名した教職員で構成する。 
２ 運営委員会に委員長及び副委員長を置き、委員の中から学長が指名する。 
３ 第 1 項の委員のうち、学長が指名する委員の任期は 2 年とする。ただし、補欠の委員として指名さ

れた委員の任期は前任者の残任期間とする。 
４ 学長は必要があると認める場合は、第 1 項の委員の他に教職員の中からオブザーバーを指名するこ

とができる。 

（運営委員会の審議事項） 

第 3 条 運営委員会は次の事項を審議する。 
（1）看護実践研究センター（以下「実践センター」という。）の活動計画に関すること 
（2）実践センターの予算・決算に関すること 
（3）実践センターの評価に関すること 
（4）実践センターと学内委員会等との調整に関すること 
（5）その他実践センターに関する重要事項に関すること 
（運営委員会の会議） 

第 4 条 委員長は運営委員会の会議（以下「会議」という。）を招集し、その議長となる。 
２ 会議は委員の 3 分の２以上の出席がなければ開くことができない。 
３ 会議の議事は出席者の過半数をもって決し、可否同数の場合は議長の決するところによる。 
４ 会議には、必要に応じ委員以外の者の出席を求め、意見を聴くことができる。 
（実施委員会） 

第 5 条 実施委員会は、実践センター長の下、次の各号の部会で構成するものとし、各部会はそれぞれ

各号に定めた業務を所掌する。 
（1）リカレント教育部会    小規模病院等に勤務する看護職を対象とした看護実践力向上のための 
                教育プログラムの開発検討及び実施 
（2）看護研究相談・支援部会  小規模病院等に勤務する看護職の看護研究に関する相談・指導等の企 

画及び実施 
（3）ICT 活用部会       リカレント教育及び看護研究相談等における ICT の活用の検討及び 
                機器等の管理運営 
（実施委員会の構成等） 

第 6 条 前条各号の部会のメンバーは、教職員の中から学長が指名するものとし、うち 1 名を部会長に

任命する。 
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２ 各部会の会議は定期的に部会長が招集するものとする。 
 
（部会長会議） 

第 7 条 実践センター長は、必要に応じ各部会長で構成する部会長会議を開催するものとする。 
２ 部会長会議では、各部会における実施状況の報告や各部会間の調整事項等について協議する。 
（庶務） 

第 8 条 運営委員会及び実施委員会の庶務は、実践センターにおいて処理する。 
（その他） 

第 9 条 この要綱に定めるもののほか、各委員会について必要な事項は別に定める。 
 
 
 
     附 則 
  １ この要綱は、平成 27 年 6 月 4 日から施行する。 
  ２ 山形県立保健医療大学看護実践研究センター委員会要綱（平成 27 年 2 月 3 日制定）は廃止す

る。 
  ３ 第 6 条第 1 項の各部会のメンバーについては、「山形発・地元ナース養成プログラム事業」の助

成期間にあっては、それぞれ同事業における「リカレント教育チーム」、「看護研究相談・支援チー

ム」及び「ICT 活用チーム」のメンバーとし、部会長は同チームリーダーを充てるものとする。 
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平成 28 年度 事業推進委員会名簿 

氏 名 所属・職名 役 割 
前田 邦彦 学長 事業推進代表者 
菅原 京子 看護学科教授 事業推進責任者 
今野 隆敬 事務局次長（兼）総務課長 事業推進補佐 
大瀧 亜樹 事務局教務学生課長 学士課程教育チームメンバー 

鹿間 麻里江 
事務局総務課  
図書・調整主査 

事務担当者 

遠藤 恵子 看護学科長・教授 学士課程教育チームリーダー 
遠藤 和子 看護学科教授 学士課程教育チームメンバー 
後藤 順子 看護学科教授 看護研究相談・支援チームリーダー 
沼澤 さとみ 看護学科教授 人事交流チームメンバー 
井上 京子 看護学科准教授 リカレント教育チームリーダー 
安保 寛明 看護学科准教授 看護研究相談・支援チームメンバー 
高橋 直美 看護学科講師 リカレント教育及び学士課程教育チームメンバー、 
槌谷 由美子 看護学科講師 ICT 活用チームリーダー、学士課程教育チームメンバー

今野 浩之 看護学科助教 ICT 活用及びリカレント教育チームメンバー 
樋口 礼子 看護学科助教 ICT 活用チームメンバー 
齋藤 愛依 看護学科助教 人事交流チームメンバー 

佐藤 志保 
看護実践研究センター 
特任講師 

看護実践研究センターチームメンバー 
人事交流チームリーダー、リカレント教育、 
看護研究相談・支援、ICT 活用チームメンバー 

富樫   栄一 
看護実践研究センター 

事業推進主査 
看護実践研究センターチームメンバー 

設楽 幸江 
看護実践研究センター 

企画主任 

看護実践研究センターチームメンバー 
ＩＣＴ活用チームメンバー 

 

平成 28 年度 看護実践研究センター運営委員会名簿 

氏名 職名 
菅原 京子 運営委員長、看護実践研究センター長 
川崎 正則 運営委員、事務局長 
真 壁  寿  運営委員、図書館長 
佐竹 真次 運営委員、学生部長 
遠藤 恵子 運営委員、看護学科長 
後藤 順子 看護研究相談・支援部会長、看護学科教授 
井上 京子 リカレント教育部会長、看護学科准教授 
槌谷 由美子 ＩＣＴ活用部会長、看護学科講師 
佐藤 志保 看護実践研究センター特任講師 
富樫 栄一 看護実践研究センター事業推進主査 
設楽 幸江 看護実践研究センター企画主任 
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  文部科学省 平成 26 年度 
  課題解決型高度医療人材養成プログラム」採択事業 

 
「山形発・地元ナース養成プログラム」 

平成 28 年度 活動報告書 
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